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雲
南
市
で
は
今
年
度
よ
り
、
地
域
と
市
内
外
の
企
業
が
協
働
し
、
社
会
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
「
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
９
月
19
日
に
は
、
第
２
回
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
連
絡
会
を
開
催
し
、
現

在
の
進
捗
状
況
の
報
告
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
外
よ
り
８
社
16
人
の
民

間
企
業
の
方
を
は
じ
め
、
総
勢
約
60
人
の
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
４
月
に
㈱
竹
中
工
務
店
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
以

降
、
各
社
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
か
、
今
後
は
ど
の
よ
う

な
展
開
を
検
討
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

雲
南
市
地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
山や
ま
も
と元

圭け
い

太た

さ
ん
の
進
行
の
も
と
、
参
加
者

た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
を

も
と
に
、
活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
と
に
か
く
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
参
加
す
る
企
業
の
方
々

が
雲
南
市
を
好
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
」、「
地
元
出
身
で
あ
り
な

が
ら
、
知
ら
な
か
っ
た
。
我
々
も
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！
」
な
ど

の
感
想
も
あ
り
、
よ
り
一
層
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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▲進捗状況の報告
▼意見交換の様子

企業名・事業名 取　組　内　容

株式会社 竹中工務店 雲南市の強みである「地域コミュニティ」を活かした健康な地域づくりを
支援するため、I

アイオーティ

oT※の技術を活用し「コミュニティの健康度」を測定す
る技術開発に取り組んでいます。さらに、これを通じて住民の健康に寄与
する方法やプログラムの開発に取り組みます。
◇現状の検討案
　・地域のつながりを見える化する「(仮)つながりカルテ」の開発
　・交流センター等での笑顔評価
　・ヤマハスローモビリティでの笑顔評価
◇今後の予定
　・10月以降　ヤマハスローモビリティでの実証
　・12月以降　交流センター等での実証実施予定

ヤマハ発動機株式会社 ゴルフカートのような電動低速車両（スローモビリティ）を活用し、地域
の移動サービス提供者や地域自主組織等と連携・協力し、全国の中山間地
で課題となっているラストマイル交通（公共交通のその先、駅・バス停か
ら目的地までの移動）の課題解決をサポートします。
◇現状の検討案
　大東・春殖地区（市立病院周辺）、加茂地区（連坦地）での実証運行
◇取組状況、今後の予定
　・8月29日試乗会開催
　　●加茂会場　参加人数：50人
　　●大東会場　参加人数：60人
　・10月以降　実証運行を開始（詳細は３ページに記載）
※その他の地域でも希望により、車両展示・試乗会等を実施

『健康なコミュニティを支える『健康なコミュニティを支える『健康なコミュニティを支える『健康なコミュニティを支える『健康なコミュニティを支える『健康なコミュニティを支える
仕組みづくり』仕組みづくり』

『健康なコミュニティを支える
仕組みづくり』

※IoT：I
インターネット

nternet o
オブ

f T
シングス

hings（モノのインターネット）

企業チャレンジ
推進連絡会
9月19日（木）

第２回

『スローモビリティを活用した『スローモビリティを活用した
新たな地域移動サービスの創出』新たな地域移動サービスの創出』

『スローモビリティを活用した
新たな地域移動サービスの創出』
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期間：10月28日（月）～12月6日（金）※平日のみ運行　（土・日・祝日は運休）（金）※平日のみ運行　（土・日・祝日は運休）

大東・春殖エ
リアヤマハ発動機

スローモビリティの
実証運行が始まります！

ヤマハ発動機
スローモビリティの
実証運行が始まります！

24県道24号

※このエリアでは手を挙げて運転手
　に伝えていただければ、どこでも
　乗り降りできます。

丸子山公園

大東高校

大東税務署

旧大東総合センター

大東公園

野球場

運行起終点

⑧グリーンシティ
⑨JR出雲大東駅

①雲南市立病院

②かもめ保育園前

③大東総合センター

⑤大東郵便局

④JA・Aコープ大東店

⑦連坦地：フリー乗降エリア

⑥ごうぎん大東支店
⑦連坦地：フリー乗降エリア左内回り線右外回り線

乗車時の留意事項
○平日9:30～13:00の間を30分間隔で、７便（計14便）
　運行します。
○左内回り線、右外回り線の２ルートを同時に運行します。
○どちらのルートも、運行始点は 雲南市立病院 です。

運行時間帯

○乗車の際は各停車場所までお越しください。
○連坦地のフリー乗降エリアでの乗車を希望の場合は、手を
　挙げて運転手へ伝えてください。
　降車を希望の場合は、運転手へ口頭で伝えください。

乗車方法

無料 です。○実証期間中の料金は
　（アンケート調査への協力をお願いします）
○実証実験のため、車内カメラにより動画を撮影します。
○各ルートの所要時間は25～30分程度です。
○乗車定員は６人（運転手除く）で、操作・運転は担当運転手
　が行います。
○乗り降りをサポートできる介助者がいれば、どなたでも利用
　できます。
○12歳未満のお子さんが乗車される場合、必ず保護者が同伴し
　てください。
○悪天候により運休する場合があります。

【問】うんなん暮らし推進課　☎0854-40-1014／ 政策推進課　☎0854-40-1011

　スローモビリティとは、最高時速20km未満で走る電動自動車です。環境にも優しく、低速で安全な
車を、バスのようにまちなかをぐるぐると走らせることで、バス停から目的地までの移動に対し、スロー
モビリティの利便性、受容性、需要を検証します。
　通常の自動車とは異なり、360度視野の開放的な空間で、まちの風を感じながら、乗客同士、運転手、
まちかどの皆さんとの会話を楽しみながら、利用ください。

▶ 実証運行エリア ※ 左内回り線と、右外回り線の２つのルート（同時運行）
があります。①～⑨：停車場所

①
雲
南
市
立
病
院

【
起
終
点
】

経由地

右外回り線

左内回り線
⑤
大
東
郵
便
局

⑥
ご
う
ぎ
ん
大
東
支
店

⑦
連
坦
地
：
フ
リ
ー
乗
降

⑧
グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ

⑨
Ｊ
Ｒ
出
雲
大
東
駅

②
か
も
め
保
育
園
前

③
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

④
Ｊ
Ａ・Ａ
コ
ー
プ
大
東
店

①
雲
南
市
立
病
院

【
起
終
点
】
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平
成
30
年
度

  
決
算
報
告

問い合わせ先
財政課

☎0854-40-1023

　
平
成
30
年
度
の
決
算
が
９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
決
算
で
は
、
歳
入
決
算
額
が
２
９
４
億
９
３
４
６
万
円
（
対
前
年
度
比
１・０
％
減
）、
歳

出
決
算
額
が
２
９
０
億
４
０
万
円
（
同
１・１
％
減
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
が
４
億
９
３
０
６
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
１
億
９
０
２
０
万
円
で
あ
り
、
実
質
収
支

３
億
２
８
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　は一般会計と合わせて普通会計に含まれる特別会計。

区分
会計 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳 入 歳 出

差 引 残 額

国 民 健 康
保 険 事 業

（事業勘定）
45億69万円 44億3,331万円 6,738万円

国 民 健 康
保 険 事 業

（直営診療施設勘定）
1億3,680万円 1億2,579万円 1,101万円

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 10億8,093万円 10億7,408万円 685万円

農 業 労 働 災 害
共 済 事 業 423万円 421万円 2万円

生 活 排 水
処 理 事 業 25億5,840万円 25億5,423万円 417万円

財 産 区 64万円 64万円 0万円

土 地 区 画
整 理 事 業 4,068万円 4,029万円 39万円

❖ 特別会計
　財政健全化法に基づく財政指標である実質公債費比率、
将来負担比率についてはいずれも早期健全化基準を下回っ
ているが、今後増加傾向にあるためさらに比率の低減に努
め、財政の弾力化を図っていく必要がある。　
　行財政改革の取り組みについては、引き続き組織機構の
見直し、職員数の削減・給与カットなどが実施された。計
画的に行われてきた起債の繰上償還は今年度実施されな
かった。財政健全化に向けては一層の努力を図られたい。
　人口減少や少子高齢化、交流センターを拠点とした地域
づくり活動の推進、公共施設の老朽化への対応、道路や橋
梁維持の予算確保など、これらの多くの課題を解決し、市
民の暮らしを守っていくことは、健全な財政基盤があって
はじめて可能となる。平成30年度に完成した雲南市加茂Ｂ
＆Ｇ海洋センター、平成30年度整備中の中心市街地活性化
事業、清嵐荘整備事業、学校給食センター建設事業、永

なが

井
い
隆
たかし
記念館施設整備事業をはじめ、今後数年間に大規模

な施設改修や建設が多く予定されており、財政状況を確認
しつつ事業の推進を図り、第２次総合計画の実現に向けて、
多様な行政課題に取り組んでいただくよう努められたい。
　また、今後はさらなる業務の有効性、効率性、財務報告
の信頼性確保のため、事前に想定されたリスクを予防ある
いは摘発・修正するために内部で構築されるマネジメント
のシステム「内部統制」の整備、検討を進められたい。
　終わりに、財政健全化への取り組みにあたっては、行政
評価制度を十分活用し、市民への説明責任を果たしながら、
公平かつ簡素で効率的な行財政システムの構築に努め、最
小の経費で最大の効果が上がる財政運営を推進し、市民
福祉の向上と市勢の発展に努められることを望む。

監査委員の審査意見書から

市税
40億2,211万円

13.6％

市税
40億2,211万円

13.6％

自主財源
64億993万円

21.7％

自主財源
64億993万円

21.7％

地方交付税
132億8,103万円

45.0％

地方交付税
132億8,103万円

45.0％

依存財源
230億8,353万円　78.3％

依存財源
230億8,353万円　78.3％

市債
44億5,820万円

15.1％

市債
44億5,820万円

15.1％

国庫支出金
23億270万円

7.8％

国庫支出金
23億270万円

7.8％

県支出金
19億3,486万円
6.6％

地方譲与税など
11億674万円　3.8%

諸収入
7億9,918万円　2.7％

分担金および負担金
3億8,400万円
1.3％

繰入金        
3億4,465万円     
1.2％

寄付金、繰越金
5億4,611万円　1.8%

財産収入
3,202万円
0.1％

使用料および手数料
2億8,186万円
1.0％

歳　入
294億9,346万円

一　 般　会　 計一　 般　会　 計一　 般　会　 計
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項　　目 数　　値 説　　　　　　　明

財 政 力 指 数 ０．２５３
（０．２５１）

財政基盤の強さを表す指標です。財政力指数が高いほど自主財源の割合が高く、財
政力が強いことになります。

経 常 収 支 比 率 ９２．２％
（８９．３％）

毎年経常的に支払わなければならない経費の状況から、財政運営の弾力性を測定す
る指標で、低いほど財政運営に弾力性があり、高いほど財政運営が硬直化している
状況を表しています。

地方債現在高比率 １９６．５％
（１８８．４％）

財政規模に対する地方債（長期に渡り返済する借金）の残高を表したもので、低い
ほど財政運営が安定しています。

健
全
化
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 該当なし
（該当なし）

一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
雲南市の場合は、12.62％以上で財政健全化団体に、20%以上で財政再生団体
となります。

連結実質赤字比率 該当なし
（該当なし）

全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。雲南市の場合は、
17.62%以上で財政健全化団体に、30%以上で財政再生団体となります。

実質公債費比率 １０．８％
（１１．０％）

公債費の水準を測る指標です。一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び
準元利償還金の標準財政規模に対する比率であり、従来から用いられてきた「起債
制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、公営企業会計に対する繰出
金のうち元利償還金相当分などが要素に加えられています。この比率が25％以上
になると財政健全化団体に、35％以上で財政再生団体となります。

将 来 負 担 比 率 ９４．７％
（９１．３％）

地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率です。350%以上で財政健全化団体となります。

資 金 不 足 比 率 該当なし
（該当なし）

公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。比率は各公営企業会計毎
に算定することとされており、20%以上で経営健全化団体となり、財政健全化団体
と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

❖ 主な財政指標 下段（　）は平成29年度

平成30年度に実施した
主　　な　　事　　業

春殖交流センター整備事業…………2億4,878万円

地域づくり活動等支援事業…………2億9,014万円

公共交通対策事業……………………2億8,099万円

老人保護措置事業……………………1億9,800万円

介護給付・訓練等給付事業………… 11億… …643万円

福祉医療事業…………………………1億1,547万円

介護保険事業…………………………7億6,328万円

子ども医療事業………………………1億5,393万円

児童手当給付事業……………………5億… …… 34万円

雲南市飯南町事務組合
負担金（清掃事業）……………………6億… …… 84万円

病院事業会計補助金…………………6億7,177万円

中山間地域等直接支払制度…………2億8,454万円

地籍調査事業…………………………1億7,770万円

中心市街地活性化推進事業…………1億8,227万円

清嵐荘整備事業………………………4億4,598万円

道路維持・新設改良事業………………7億9,369万円

三刀屋木次ＩＣ周辺地区
都市再生整備計画事業………………3億… …321万円

永井隆記念館施設整備事業…………… 9,012万円

健康づくり拠点整備事業……………3億2,360万円

学校給食センター建設事業…………5億5,517万円

災害復旧事業…………………………3億2,044万円

など

民生費
64億4,994万円

22.2％

民生費
64億4,994万円

22.2％

公債費
39億6,022万円

13.7％

公債費
39億6,022万円

13.7％

総務費
38億3,829万円

13.2％

総務費
38億3,829万円

13.2％
衛生費

33億7,816万円
11.7％

衛生費
33億7,816万円

11.7％

土木費
29億8,101万円

10.3％

土木費
29億8,101万円

10.3％

農林水産業費
24億1,585万円

8.3％

農林水産業費
24億1,585万円

8.3％

教育費
31億7,461万円

10.9％

教育費
31億7,461万円

10.9％

商工費
12億166万円　4.2％ 

消防費
9億7,690万円　3.4％

議会費、労働費、諸支出金
3億332万円　1．0％

災害復旧費
3億2,044万円　1.1％

歳　出
290億40万円

一　 般　会　 計一　 般　会　 計一　 般　会　 計

積 立 金 現 在 高 110億7,641万円
財 政 調 整 基 金 14億3,996万円
減 債 基 金 41億5,934万円
その他特定目的基金 54億7,711万円

地 方 債 現 在 高 343億4,511万円

※普通会計における決算額
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平
成
30
年
度
決
算
報
告
（
公
営
企
業
会
計
）

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
等
）

お
よ
び
支
出
（
維
持
管
理
費
等
）

　
平
成
30
年
度
３
月
末
現
在
の
水
道
使
用

戸
数
は
１
万
２
８
１
９
戸
、年
度
末
の
総
有

収
水
量（
料
金
収
入
の
も
と
に
な
っ
た
給
水

量
）は
３
４
５
万
６
０
３
９
㎥
で
し
た
。

　
総
収
益
は
13
億
７
５
２
０
万
円
、
総
費

用
は
13
億
４
３
０
万
円
で
７
０
９
０
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
料
金
収
入
８
億
２
０
５
５
万
円
を

総
有
収
水
量
で
割
っ
た
１
㎥
当
た
り
の
供

給
単
価
（
有
収
水
量
１
㎥
あ
た
り
の
給
水

収
益
）
は
２
３
７
円
43
銭
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
水
道
を
供
給
す
る
た
め
に
か

か
る
１
㎥
あ
た
り
の
給
水
原
価
（
有
収
水

量
１
㎥
あ
た
り
の
費
用
）
は
３
１
８
円
50

銭
で
し
た
。
供
給
単
価
か
ら
給
水
原
価
を

差
し
引
く
と
81
円
７
銭
マ
イ
ナ
ス
と
な
り

原
価
を
割
っ
て
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
市
か
ら
の
営
業
補
助
に
よ
り
損
失

額
の
縮
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
工
事
等
）

　
平
成
30
年
度
の
資
本
的
支
出
総
額
は
８

億
９
７
２
８
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
建

設
改
良
費
は
４
億
２
９
３
７
万
円
で
、
主

な
事
業
と
し
て
は
上
久
野
地
区
水
道
整
備

事
業
、
生
活
基
盤
施
設
耐
震
化
等
交
付
金

事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
企
業
債
償
還
金
は
４
億
６
７
９
１
万
円

で
し
た
。

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
等
）

お
よ
び
支
出
（
維
持
管
理
費
等
）

　
平
成
30
年
度
３
月
末
現
在
の
工
業
用
水

道
利
用
者
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
製
造
株
式
会
社
と
ホ
シ
ザ
キ
株
式

会
社
の
２
事
業
所
で
、
年
間
契
約
水
量
は

59
万
４
９
５
０
㎥
、
超
過
水
量
は
６
万
８

９
９
８
㎥
で
し
た
。

　
総
収
益
は
５
１
８
８
万
円
、
総
費
用
は

５
８
６
２
万
円
で
、
６
７
４
万
円
の
赤
字

と
な
り
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
欠
損
金
と

合
わ
せ
、
３
８
９
２
万
円
の
未
処
理
欠
損

金
を
計
上
し
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
工
事
等
）

　
平
成
30
年
度
の
資
本
的
支
出
総
額
は
３

５
５
８
万
円
で
全
額
、
企
業
債
償
還
金
で

し
た
。

　
雲
南
市
議
会
９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成
30
年
度
公
営
企
業

会
計
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水
道
局
総
務
課
　
☎
０
８
５
４
－
42
－
３
４
７
３

平成30年度雲南市水道事業会計損益計算書
（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 8億3,285万円
営業外収益 5億4,235万円
経常収益　① 13億7,520万円
営業費用 11億6,884万円
営業外費用 1億3,546万円
経常費用　② 13億430万円
当年度純利益　(①－②) 　　7,090万円
前年度繰越利益剰余金 　　7,337万円
当年度未処分利益剰余金 1億4,427万円

平成30年度雲南市水道事業会計貸借対照表
（平成31年３月31日）

（税抜き）

固定資産 有形固定資産 153億2,971万円
無形固定資産 　　454万円

流動資産
現金預金 16億6,301万円
未収金 　　7,725万円
貯蔵品 　　721万円

資産合計 170億8,172万円

固定負債 企業債 64億9,797万円
引当金 　　5,481万円

流動負債

企業債 4億7,428万円
未払金 　　5,060万円
引当金 　　1,149万円
預り金 　　102万円
その他流動負債 　　60万円

繰延収益 長期前受金 43億4,708万円
負債合計 114億3,785万円
資本金 資本金 45億7,734万円

剰余金 資本剰余金 7億3,486万円
利益剰余金 3億3,167万円

資本合計 56億4,387万円
負債・資本合計 170億8,172万円

平成30年度雲南市工業用水道事業会計損益計算書
（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 5,049万円
営業外収益 139万円
経常収益　① 5,188万円
営業費用 4,846万円
営業外費用 1,016万円
経常費用　② 5,862万円
当年度純利益（損失）　(① - ② ) 　△674万円
前年度繰越利益剰余金（繰越欠損金） 　△3,218万円
当年度未処分利益剰余金（未処理欠損金） 　△3,892万円
平成30年度雲南市工業用水道事業会計貸借対照表

（平成31年３月31日）
（税抜き）

固定資産 有形固定資産 4億3,816万円

流動資産
現金預金 1億5,905万円
貯蔵品 　　75万円

資産合計 5億9,796万円

固定負債
企業債 4億2,758万円
引当金 　　2,394万円

流動負債
企業債 　　3,635万円
未払金 　　346万円
引当金 　　36万円

繰延収益 長期前受金 　　2,231万円
負債合計 5億1,400万円
資本金 資本金 1億2,236万円

剰余金
資本剰余金 　　52万円
利益剰余金 　△3,892万円

資本合計 　　8,396万円
負債・資本合計 5億9,796万円

  

水
道
事
業

  
工
業
用
水
道
事
業
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平
成
30
年
度
の
常
勤
医
師
数
は
、
前
年

度
末
か
ら
の
24
人
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
建
設
に
つ

い
て
は
、新
管
理
棟
（
旧
東
棟
）
の
改
修
、

東
側
駐
車
場
の
整
備
、
旧
西
棟
お
よ
び
付

属
棟
の
解
体
を
行
い
ま
し
た
。

収
益
的
収
入
（
医
療
費
収
入
等
）

お
よ
び
支
出（
光
熱
水
費
、委
託
料
等
）

　
平
成
30
年
度
の
病
床
利
用
率
は
90・９
％

（
下
表
参
照
）
と
高
い
水
準
を
維
持
し
、

さ
ら
に
新
本
館
棟
竣
工
に
よ
り
療
養
環
境

の
改
善
が
図
ら
れ
、
室
料
差
額
収
益
は
前

年
度
比
２
３
８
９
万
円
の
増
収
と
な
り
ま

し
た
。
外
来
で
は
患
者
数
の
増
に
よ
り
前

年
度
比
２
５
３
１
万
円
の
増
収
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
費
用
で
は
、
新
本
館
棟
竣
工

に
よ
り
光
熱
水
費
、
委
託
料
な
ど
経
費
の

増
お
よ
び
減
価
償
却
費
の
増
な
ど
に
よ

り
、
経
常
費
用
は
前
年
度
比
４
億
７
６
８

２
万
円
の
増
加
と
な
り
、
経
常
損
益
は
4

億
４
９
１
１
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
長
期
前
受
金
戻
入
を
特
別
利
益
に

計
上
し
、
当
期
純
損
益
は
４
億
４
８
８
２

万
円
の
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。
内
部
留

保
資
金
は
単
年
度
で
２
３
５
２
万
円
の
蓄

積
が
図
れ
、
繰
越
内
部
留
保
資
金
は
15
億

２
６
４
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
費
等
）

　
資
本
的
支
出
総
額
は
12
億
１
４
０
万
円

と
な
り
、
こ
の
う
ち
建
設
改
良
費
は
９
億

１
９
３
８
万
円
で
、
う
ち
病
院
建
設
工
事

費
が
７
億
５
２
０
８
万
円
、
医
療
器
械
器

  

病
院
事
業

雲
南
市
立
病
院
　
企
画
財
政
課
　
☎
０
８
５
４
－
47
－
７
５
３
３

財務諸表

具
等
購
入
費
が
９
８
３
５
万
円
で
し
た
。

ま
た
、
企
業
債
償
還
金
に
つ
い
て
は
２
億

８
０
２
２
万
円
で
し
た
。

平成30年度 雲南市病院事業会計 損益計算書
（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）

（税抜き）

　医業収益 39億6,773万円

　医業外収益 3億6,601万円

　訪問看護収益 6,006万円

経常収益　① 43億9,380万円

　医業費用 45億6,774万円

　医業外費用 2億1,163万円

　訪問看護費用 6,354万円

経常費用　② 48億4,291万円

経常利益　③（①－②） ▲4億4,911万円

　特別利益　④ 29万円

当年度純利益 ( 損失 )（③ + ④） ▲4億4,882万円

　前年度繰越利益剰余金 3,532万円

　当年度未処理欠損金 4億1,350万円

平成30年度 雲南市病院事業会計 貸借対照表
（平成31年３月31日）

（税抜き）

固定資産
有形固定資産 106億337万円
投資その他の資産 6億5,721万円

流動資産
現金預金 15億8,108万円
未収金 6億7,454万円
貯蔵品他 1,982万円

資産合計 135億3,602万円
固定負債 企業債 99億1,837万円

流動負債

企業債 3億8,059万円
未払金 6億3,117万円
引当金 1億6,863万円
その他流動負債 2,313万円

繰延収益 長期前受金 8億1,923万円
負債合計 119億4,112万円
資本金 資本金 20億840万円
剰余金 利益剰余金 ▲4億1,350万円
資本合計 15億9,490万円
負債・資本合計 135億3,602万円

業  務  量

１．病床数　281床
　　（一般病床155床（感染症4床含む）、地域包括ケア病床48床、回復期リハビリ病床30床、
医療療養病床48床）

２．延患者数、1日平均患者数、病床利用率

区　分
延患者数 ( 人 ) １日平均患者数 ( 人 ) 病床利用率（％）

前年度 本年度 増　減 前年度 本年度 増　減 前年度 本年度 増　減 同規模病院
（H29年度）

入
　
院

一　　般 54,412 53,129 ▲1,283 149.1 145.5 ▲ 3.6 93.2 93.9 0.7
73.5

包括ケア 14,327 15,687 1,360 39.3 43.0 3.7 91.3 89.5 ▲ 1.8

回復リハ 10,819 10,868 49 29.6 29.8 0.2 98.8 99.3 0.5
85.2

療　　養 13,954 13,579 ▲375 38.2 37.2 ▲ 1.0 79.6 77.5 ▲ 2.1

入 院 計 93,512 93,263 ▲249 256.2 255.5 ▲ 0.7 91.2 90.9 ▲ 0.3 73.2

外　来 93,272 97,343 4,071 385.4 398.9 13.5 － － － －
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９ 20/ 金
秋の全国交通安全運動
「うんなん安全の集い」

　秋の全国交通安全運動（９月21日～30日）に合わ
せ、「うんなん安全の集い」を雲南警察署で行い、関
係者ら約100人が参加しました。
　「１日ちびっ子おまわりさん」に任命された斐伊保
育所の園児たちは雲南警察署員および防犯ボランティ
アによるパトロール出動を見送った後、交通事故ゼロ
雲南関所（啓発検問）で運転手へ啓発グッズを手渡し、
交通安全の徹底を呼びかけました。

横断中 交

通
安

全

▲啓発グッズを手渡す斐伊保育所の園児と速水市長

９１４・21/ 土

９２8/ 土

・ おくいずも女子旅列車と
奥出雲の地酒を味わう旅

　ＪＲ木次線でカフェ風空間に彩られた貸切列車に乗
りながら、奥出雲地方の地酒と沿線の田園風景を満喫
する列車旅「おくいずも女子旅列車－地酒で乾杯。の
んびり休日列車－」が、木次線利活用推進協議会の主
催により、９月14日（土）と９月21日（土）の２回
に渡り催行されました。
　県内外から14日は19人、21日は15人の参加があり、
Ｓ
エス

Ｓ
エス

Ｉ
アイ
※認定きき酒師の石

いし

原
はら

美
み

和
わ

さんによる地酒トー
クと沿線の地酒の飲み比べのほか、「和彩空間たち花」
（奥出雲町横田）の特製ランチなどを堪能されました。
また、この企画列車限定デザインの地酒とおつまみの
プレゼントもあり、参加者に大変好評でした。

▲９月21日の車内の様子

　続く、９月28日（土）に催行した「ＪＲ木次線の
貸切車両で奥出雲の地酒を味わう日帰り旅」には広島
から24人の参加があり、「おくいずも女子旅列車」と
同様に装飾された車内で石原美和さんの地酒トークと
沿線の地酒を楽しまれた後、奥出雲葡萄園にてヴィン
テージワインと特製ランチを堪能されました。
　木次線利活用推進協議会では、ＪＲ木次線の利用促
進・活性化や、沿線市町の地酒の知名度向上、魅力あ
る地域の食や人をＰＲできるよう、今後もさまざまな
イベントを企画していきますので、ぜひイベントにあ
わせて木次線を利用ください。
　※ＳＳＩ：日本酒サービス研究会・酒匠研究会連合会

▲９月28日の集合写真（木次駅）

雲子ちゃん
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雲南市種牛共進会

　市内から16頭の愛牛を出品いただき、雲南市種牛共進会を大東畜産検査場で開催しました。
　特選賞に入賞した６頭は10月19日（土）に松江市宍道町の島根中央家畜市場で開催される島根県種畜共進
会へ雲南市の代表牛として出品されます。

 結　果
　特選賞　首席
　　大 東 町　渡

わたなべ

部　　学
さとる

さん「こうめ」号
　特選賞　二席　
　　大 東 町　渡部　　学さん「うみ」号
　特選賞　三席
　　掛 合 町　岡

おか

田
だ

　　明
あきら

さん「はなふく」号
　特選賞　四席
　　掛 合 町　石

いし

飛
とび

　　隆
たかし

さん「みつあか８」号
　特選賞　五席
　　大 東 町　中

なか

西
にし

　康
こう

一
いち

さん「みう８」号
　特選賞　六席
　　吉 田 町　渡

わたなべ

部　晴
はる

夫
お

さん「さゆり」号 ▲「こうめ」号と渡部さん

９ 13/ 金

雲南市子牛共進会

　雲南市子牛共進会を吉田集畜場で開催し、市内から24頭の子牛が出品されました。
　特選賞に輝いた11頭が11月15日（金）に松江市宍道町の島根中央家畜市場で開催される島根中央子牛共進
会へ雲南市の代表牛として出品されます。

 結　果
　特選賞　首席
　　　掛 合 町　岡田　　明さん「たかやす」号
　特選賞　二席
　　　掛 合 町　田

た
部
なべ
　　武

つよし
さん「きくしげ」号

　特選賞　三席
　　　大 東 町　渡部　　学さん「しずちゃん」号
　特選賞　四席
　　　加 茂 町　渡

わたなべ
部　彰

あき
夫
お
さん「たえか」号

　特選賞　五席
　　　掛 合 町　片

かた
石
いし
　勝
かつ
己
み
さん「あいのはな」号

　特選賞　六席
　　　三刀屋町　宮

みや
食
じき
　愛
よし
伯
のり
さん「ひとみ14の53」号

　特選賞　七席
　　　吉 田 町　堀

ほり
江
え
　一
かず
夫
お
さん「かつふく」号

　特選賞　八席
　　　大 東 町　渡

わたなべ
部　雅

まさ
弘
ひろ
さん「あんず」号

▲「たかやす」号と岡田さん

10 ３/ 木

　特選賞　九席　
　　　吉 田 町　景

かげ
山
やま
　　稔

みのる
さん「なつかげ３」号

　特選賞　十席
　　　大 東 町　渡部　　学さん「みれい」号
　特選賞　十一席
　　　三刀屋町　石

いし
飛
とび
　由
よし
一
いち
さん「ももてる」号



10市報うんなん

▲ＳＯＮ・島根　雲南地区の選手

スペシャルオリンピックス日本・島根
競泳競技会

　スポーツ活動を通して知的な障がいがある人の自立や社会参加
を支援する「スペシャルオリンピックス日本・島根」の競泳競技
会が、加茂Ｂ＆Ｇ海洋センターラソンテで開催されました。雲南、
松江、米子の各会場で練習する選手27人が、競泳競技16種目に
出場しました。
　選手たちは日頃の練習の成果を発揮し、競い合いました。また、
最後には各地区対抗の100ｍリレーが行われ、大いに盛り上がり
ました。

９ 22/ 日

９ 21/ 土

９ 22/ 日

～ 幸雲南塾 in さんべ

　幸雲南塾 in さんべを国立三瓶青少年交流の家で開
催し、市内中学３年生85人が参加しました。今年の
テーマは「殻を破る！」で、今の自分が１歩先に進ん
でいくためのきっかけになる時間を参加者とスタッフ
で作っていきました。
　中学生を支援した社会人や大学生のボランティアス
タッフ25人は、東は埼玉県、西は福岡県から雲南市
の子どもたちのために集まりました。
　１日目は４人１組のグループで仲間づくりや自分のこ
れまでをじっくりと振り返りました。また、特例認定
NPO法人「e

イーエデュケーション

-Education」創業者の税
さい

所
しょ

篤
あつ

快
よし

さんの講
演を聴き、お笑い芸人のネゴシックスさんを講師に迎
えた漫才ワークショップにもチャレンジしました。
　２日目は大東高校・三刀屋高校の生徒や卒業生によ
る講演を聴き、２日間の活動をもとにこれから自分が
挑戦する「マイチャレンジ」を決め、グループの仲間
と宣言し合いました。

殻を
破る
！

　参加した生徒は、「相手への思いやりを持ちながら、
自分の気持ちを伝えたい」、「自分のしたいことが分
かっていたようで、全く分かっていなかった」、「自分
の気持ちに気付くことが大事って分かった」、「自分と
向き合うのが少し楽しいと思えた」等いろいろな思い
が生まれたようです。
　この経験が、学校生活や日々の行動につながってい
くことに期待をしています。

「道の駅グルメライドin中国山地」開催!!

　道の駅ゆめランド布野を発着とし、道の駅「ふぉれすと君
きみ

田
た

」、「た
かの」、「たたらば壱番地」、「頓原」、「赤来高原」を巡る全長124㎞
の起伏に富んだロングコースでサイクリングイベントが開催されま
した。当日は台風が接近する悪コンディションの中214人が出走さ
れました。参加者は奥出雲町側から吉田町内を訪れ、チェックポイ
ントである道の駅「たたらば壱番地」では雲南市産を使用した卵か
けごはんとプリンなどのグルメを堪能しました。その後、次のチェッ
クポイントである道の駅「頓原」をめざして本コース最難関の国道
54号晴雲トンネルまでの長い登り坂に向かって出発して行きました。

９ 21/ 土

▲チェックポイントをめざす参加者たち（吉田町内）

▲自らの人生について語り合う中学生たち

11 市報うんなん

９ 28/ 土
熱響ＵＮＮＡＮ＋オペラ

「森は生きている～ハイライト～」
　＂誰でも気軽に楽しんでいただける＂ 雲南市を舞台
にした音楽祭「熱響ＵＮＮＡＮ＋みんなでかなでる
ハーモニー」のフィナーレであるプレミアム公演　オ
ペラ「森は生きている～ハイライト～」が加茂文化ホー
ルラメールで開催されました。
　本公演はみんなでかなでるハーモニー in 雲南実行
委員会（事務局キラキラ雲南）がしまね文化ファンド
の助成を受け実施したものです。
　バリトン歌手福島明也さん、ピアニスト溝

みぞ

口
ぐち

麻
ま

希
き

さ
んを迎えて行った本公演には一般公募による合唱団や
スぺシャルオリンピックス日本・島根や地元福祉施設

♪
♫

♫

▲熱響ＵＮＮＡＮ＋プレミアム公演の様子

の方々も共演し、多くの観客を魅了し熱響ＵＮＮＡＮ＋

を締めくくりました。

６ ９/９ 29/ 日 第９３回大東陸上競技大会
７

　第93回大東陸上競技大会を大東ふれあい運動場（陸
上競技場）で開催しました。
　県内外から小学４年生から成人までの選手約300人
が上位入賞や自己ベスト記録をめざし、トラック競技・
フィールド競技46種目に出場しました。
　また、今大会からトラック競技の「小学生男女混合
４×100m」、「一般高校女子200m」、「スぺシャルオ
リンピックス100ｍ」が加わり、会場を沸かせました。

▲中学１年男子100mの様子

９ ６/ 金

10 ４/ 金

～ ８人制社会人サッカー　ＵＮＮＡＮリーグ

　第７回ＵＮＮＡＮリーグが大東公園多目的広場で雲
南市体育協会サッカー部と株式会社キラキラ雲南の主
催により行われ、市内外より７チームが参加しました。
　このリーグは、青壮年層のサッカー活動をサポート
することに焦点を置き、20代から40代のサッカー愛
好家が定期的に活動できる機会や場所を提供し、雲南
市のサッカーの普及と多世代の交流をめざし、自らの
体力づくりや体力向上と雲南市のスポーツ活性化につ
ながることを目的としています。
　毎週金曜日に試合が行われ、各チームとも熱戦を繰
り広げました。

unnan

▲優勝、準優勝、３位に輝かれたチームの皆さん

 大会結果は次のとおりです。
　優　勝　ラ・スリーズ　セピア（雲南市）
　準優勝　仁多クラブ（奥出雲町）
　３　位　Ｄ

ディー

－Ｂ
ブ ル ー

ＬＵＥ（雲南市）　
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雲
南
広
域
連
合
設
立
20
周
年
を
迎
え
、

さ
ら
に
広
域
連
携
の
推
進
を

　
10
月
２
日
、
雲
南
広
域
連
合
設
立
20
周
年
記
念
式
典
が
、
三

刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
11
年
８
月
１
日
、県
内
で
初
め
て
発
足
し
た
10
町
村
か
ら
な
る
雲
南
広
域
連
合
は
、

平
成
12
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
の
保
険
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
13
年
４
月
に
は
「
雲
南
地
区
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
」
の
指
定
を
受
け
、

以
後
、「
ゆ
う
き
の
里
雲
南
基
本
構
想
～
旬
を
感
じ
、生
命
を
育
む
～
」
の
基
本
理
念
の
下
、

雲
南
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
広
域
的
な
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
の
大
合
併
が
進
む
中
、
平
成
16
年
に
は
、
雲
南
地
域
に
お
い
て
は
、
10

町
村
が
雲
南
市
、
奥
出
雲
町
、
飯
南
町
の
１
市
２
町
と
な
り
、
当
広
域
連
合
も
新
た
な
枠

組
み
で
の
広
域
行
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
４
月
に
は
雲
南
消
防
組
合
、
雲
南
環
境
衛
生
組
合
の
二
つ
の
一
部
事

務
組
合
を
雲
南
広
域
連
合
に
統
合
し
、
雲
南
地
域
の
広
域
行
政
に
一
定
の
整
理
が
つ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
な
事
業
内
容
と
し
て
、
地
域
振
興
の
面
で
は
、
雲
南
広
域
連
合
の
前
身
で
あ
る

雲
南
地
域
振
興
協
議
会
の
働
き
掛
け
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
「
島
根
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」
や

道
の
駅
へ
の
出
展
な
ど
情
報
発
信
と
誘
客
推
進
、（
当
時
の
）
広
島
文
教
女
子
大
学
と
の

地
域
連
携
協
定
の
締
結
、「
雲
南
の
地
酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」
な
ど
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
第
７
期
に
入
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

体
制
構
築
及
び
そ
の
深
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
業
務
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
応
力
を
維
持
強
化
し
、
各
地
で
頻
発
す
る
大
規
模
災

害
に
対
応
し
、
救
援
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
尿
処
理
及
び
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
国
初
の
取
り
組
み
と
し
て
雲
南
地
域
の
全

て
の
生
活
排
水
汚
泥
を
一
カ
所
に
集
約
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
般
廃
棄
物
の
広
域
処
理
も
視
野
に
い
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
中
山
間
地
域
の
空
洞
化
が
著
し
く
進
行

す
る
中
で
、
今
後
、
自
治
体
行
政
の
広
域
連
携
は
益
々
重
要

性
を
増
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
国
が
広
域
連
携
の
推
進
を
さ
ら
に
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
中
、
20
周
年
を
迎
え
た
雲
南
広
域
連
合
が
、
そ
の
中
心

的
・
指
導
的
役
割
を
な
お
一
層
担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▲記念式典で挨拶する速水市長

刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

c o l u m n

市長
コラム

６ ９/10 ５/ 土 桂荘入浴者６０万人達成記念セレモニー

　大東農村環境改善センター「桂荘」の入浴者数が
60万人となり、その記念セレモニーが海潮温泉桂荘
運営委員会（会長　宮

みや

川
がわ

　昇
のぼる

さん）の主催により行わ
れました。
　記念すべき60万人目の入浴者は松江市在住の会社
員の方で、「お湯が良くて、よく通っている」と話さ
れました。60万人目の入浴者へ宮川会長より日本の
棚田百選に選ばれている地元山王寺の棚田米15kgと

▲宮川会長のあいさつ▲祝！桂荘60万人達成時の様子

桂荘の入浴券が送られたほか、松
まつ

本
もと

廣
ひろ

志
し

さんらによる
祝いの舞が披露され、来場者へ紅白餅が振る舞われま
した。
　宮川会長は「年間約８万人が利用し、そのうち松江
市・出雲市などのお客さんが多く、雲南市の交流人口
の拡大に寄与していると自負している。今日から70
万人に向けてのスタートである。１日も早く70万人
達成を成し遂げたい」とあいさつされました。

平
和
へ
の
願
い

島
根
県
雲
南
市
「
永
井
隆
平
和
賞
」
発
表
式
典

平
〜
永な
が

井い

隆た
か
し

博
士
の
祈
り
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

　
今
年
で
29
回
目
と
な
る「
永
井
隆
平
和
賞
」

は
、
三
刀
屋
町
出
身
の
永
井
隆
博
士
の
業
績

を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
博
士
の
愛
と
平
和

の
精
神
を
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
今
年
も
「
愛
」
と

「
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
作
文
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
全
国
か
ら
１
１
４
２
点
の
作
品
が
集

ま
り
、
そ
の
中
か
ら
20
点
の
入
賞
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
９
月
８
日
㈰
に
は
、
三
刀
屋
文
化
体
育
館

ア
ス
パ
ル
を
会
場
に
発
表
式
典
を
開
催
し
、

市
内
外
よ
り
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
20
人
の
受
賞
者
の
内
14
人

が
出
席
し
、
表
彰
の
後
、
各
部
門
の
最
優
秀

賞
の
作
品
朗
読
や
最
終
選
考
委
員
か
ら
の
講

評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
岩い
わ

﨑さ
き

巖い
わ
お

さ

ん
に
よ
る
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
素
敵
な
演
奏

と
ご
自
身
の
体
験
を
通
し
た
人
と
の
つ
な
が

り
や
平
和
へ
の
思
い
の
お
話
を
楽
し
み
、
最

後
に
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
会
場

全
体
で
「
長
崎
の
鐘
」
を
歌
い
ま
し
た
。

第29回　島根県雲南市「永井隆平和賞」受賞作品一覧
（小学生低学年の部） （敬称略）

結　　果 氏　　名 題　　名 学校名・都道府県 学年または年齢
最優秀賞 大

おお

　恵
え

　朱
あけ

　実
み せんそうをわすれない 西宮市立南甲子園小学校 2

優 秀 賞 石
いし

　飛
とび

　里
り

　花
か

 「かわりばんこ」ってすてきだな 雲南市立掛合小学校 3 
佳　　作 加

か

　藤
とう

　想
そう

　大
た

 命のバトン 雲南市立三刀屋小学校 3
佳　　作 田

た

　中
なか

　悠
ゆう

　翔
と

 いっぱいやさしくするよ 雲南市立三刀屋小学校 1
（小学生高学年の部）

最優秀賞 渡
わた

　邊
なべ

　羽
は

　弥
や

 私にもできるボランティア 雲南市立三刀屋小学校 ４
優 秀 賞 大

おお

　坂
さか

　優
ゆう

　空
と あこがれの母 雲南市立西日登小学校 ６

佳　　作 谷
たに

　戸
と

　　　誉
ほまれ 一つの命のすばらしさ 雲南市立鍋山小学校 ５

佳　　作 藤
ふじ

　原
はら

　叶
かな

　汰
た 博士と父 雲南市立大東小学校 ６

（中学生の部）
最優秀賞 林

はやし

　　　瑞
みず

　季
き

 知らないという罪 大阪教育大学附属池田中学校 ３
優 秀 賞 岩

いわ

　田
た

　涼
すず

　花
か 生きる 雲南市立海潮中学校 ３

佳　　作 高
たか

　橋
はし

　舞
ま

　衣
い つまらない平和 大阪教育大学附属池田中学校 ３

佳　　作 原
はら

　田
だ

　晋
しん

之
の

介
すけ

 平和へのキッカケ 長崎市立淵
ふち

中学校 １
（高校生の部）

最優秀賞 中
なか

　山
やま

　純
すみ

　花
か 誰かを想って 東洋英和女学院高等部（東京都） ３

優 秀 賞 馬
うま

屋
や

原
はら

　瑠
る

　美
み 如己～私の核廃絶～ 盈

えいしん

進中学高等学校（広島県） ２
佳　　作 金

きん

　城
じょう

　琉
りゅう

　夏
か 真の平和とは 沖縄県立首

し ゅ り

里高等学校　 ３
佳　　作 山

やま

　口
ぐち

　俊
とし

　樹
き 平和とは 島根県立三刀屋高等学校 ２

（一般の部）
最優秀賞 小

こ

松
まつ

崎
ざき

　　　潤
じゅん

 平和のたすき 東京都 35
優 秀 賞 吉

よし

　澤
ざわ

　恵
けい

　子
こ 私の願い 埼玉県 31

佳　　作 入
いり

　倉
くら

　文
あや

　子
こ

 なれし故郷を放たれて 山梨県 66
佳　　作 田

た

　村
むら

　智
とも

　子
こ

 平和への道 神奈川県 55

表 彰 式

13 市報うんなん

最優秀作品朗読
小学生高学年の部  渡邊さん
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

歯科口腔外科医長

　小
こ

池
いけ

　尚
たか

史
し

　（９月１日付採用）
【資格】日本口腔外科学会専門医、歯科医師臨床研修指導医
 
　平成22年に福岡より島根に来ました。島根大学歯科口腔

外科に入局後、歯科口腔外科と救命救急センター、福井大学麻酔科蘇生科、浜
田医療センターにて研鑽を積んできました。
　当院歯科口腔外科では地域の医療機関および院内他科から紹介いただいた口
腔外科疾患、手術前後の時期（周術期）における口腔ケア、放射線治療や抗がん
剤治療を受ける患者さんの口腔ケアを中心に診療を行っています。
　なお、一般的な歯科治療（虫歯や歯槽膿漏や義歯の治療など）は、かかりつけ
歯科医院での治療をお願いしています。
　雲南地区の皆さんに、口腔外科と口腔ケアを通じて、少しでも良い医療が提供
できるよう努力する所存です。

掛合診療所　歯科口腔外科

　高
たか

橋
はし

　尊
たけ

史
ひと

（８月31日付退職）

外    科

　成
なり

田
た

　公
きみ

昌
まさ

整形外科

　佐
さ

藤
とう

　匡
まさ

哉
や

（９月30日付退職）

　
９
月
18
日
㈬
、
加
茂
交
流
セ
ン

タ
ー
で
、
第
２
回
糖
尿
病
教
室
を

加
茂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
雲
南

市
と
と
も
に
行
い
、
42
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
当
院
内
科
　

服は
っ
部と
り
修し
ゅ
う

三ぞ
う
医
師
が
「
糖
尿
病
と
生

活
習
慣
病
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。
生
活
習
慣
病
と
動
脈
硬
化

症
の
繋
が
り
に
つ
い
て
の
話
を

し
、「
一い
ち
無む

（
禁
煙
）　
二に

少し
ょ
う

（
少

酒
　
少
食
）　
三さ
ん

多た

（
多
動
　
多

休
　
多
接
）」
と
い
う
生
活
習
慣

病
克
服
の
極
意
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
新に
っ
田た

多た

智ち

子こ

管
理
栄
養
士
が
、
朝
食
を
含
め
三

食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
最

後
に
稲い
な
田た

奈な

津つ

実み

理
学
療
法
士
が

運
動
の
種
類
や
効
果
な
ど
を
話

し
、
椅
子
を
使
っ
て
気
軽
に
で
き

る
運
動
を
み
ん
な
で
実
践
し
ま
し

た
。

　
糖
尿
病
予
防
・
治
療
の
基
本
は

〝
食
事
と
運
動
〞
で
す
。
参
加
者

か
ら
は
「
話
が
具
体
的
で
分
か
り

や
す
か
っ
た
。
今
後
の
生
活
に
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＜今後の糖尿病教室の予定＞
◎第３回　12月19日（木）　14時～16時
　　　　　　場所：雲南市役所　２階会議室
　　「糖尿病予防」　三

み

宅
やけ

仁
ひと

美
み

医師
　　　検査技師、歯科衛生士の話もあります。

◎第４回　３月５日（木）　14時～16時
　　　　　　場所：雲南市立病院　４階大会議室
　　「骨粗鬆症」　　伊

だ

達
て

宏
ひろ

和
かず

医師
　　　理学療法士、薬剤師の話もあります。

地域ケア科医員

　竹
たけ

内
うち

　秀
ひで

維
ゆき

　（10月１日付採用）
 
　鳥取県米子市出身です。システムエンジニアをしていましたが、青年海外
協力隊でアフリカのマラウイ共和国に行ったことがきっかけで、医師をめざ

しました。平成29年、鳥取大学医学部を卒業し、卒後臨床研修（小児科系プログラム）を修了
しました。その後、総合診療専門医をめざし松江生協病院に勤務。10月から市立病院地域ケア
科に所属となりました。雲南の皆さんの健康のために頑張ります。よろしくお願いします。

糖
尿
病
教
室

服部医師 新田管理栄養士 稲田理学療法士

新任医師
紹介

掛合診療所　歯科口腔外科

退任医師
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雲南病院だより

　９月24日㈫、木次こども園の職員を対象に研修会を開催しました。
　乳幼児期の心身の発達における大切なことを学びたいという要望に応え、小児神経
専門医である瀬

せ
島
じま

斉
ひとし

副院長が専門的な見地から話をさせていただきました。

　
９
月
25
日
㈬
、
研
修
医
２

人
が
久
野
地
区
の
三み

島し
ま
美み

喜き

代よ

さ
ん
宅
に
て
、
農
業
体
験

活
動
を
通
し
地
域
の
方
と
交

流
し
ま
し
た
。
稲
刈
り
の
時

期
で
大
変
お
忙
し
い
な
か
温

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
作
業
を
丁

寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
気
温
が
高
く
長

時
間
立
っ
て
の
作
業
に
「
ト

マ
ト
が
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
に

多
く
の
時
間
と
労
力
が
か
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

こ
れ
ま
で
何
気
な
く
食
べ
て

い
る
こ
と
に
も
っ
と
感
謝
し

な
が
ら
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
」、「
す
こ
し
離
れ
た
山

奥
の
雪
深
い
と
こ
ろ
で
、
た

く
さ
ん
の
人
が
豊
か
な
暮
ら

し
を
営
み
、
私
た
ち
の
生
活

　「くらし体験」は大東町久野地区の協力をいただいて、平成26年から行っています。農
作業体験や地域作り活動に参加させていただき、地域の現状や文化・歴史などの特徴、生
活様式や大切にしている思いなどを学ばせていただいています。
　“地域医療に従事したい！病気だけではなく、暮らしもみることのできる医師になりた
い！でも、何から始めたらいいの？”そんなはじめの一歩を応援するための医師研修プロ
グラムとして行っています。

や
す
く
な
っ
た
。
患
者
さ
ん
の
生
活
に

思
い
を
馳
せ
る
こ
と
の
で
き
る
医
師
に

な
り
た
い
」、「
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
健
康
活
動
や
疾
患
の
予
防
策
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」
と
医
療

者
と
し
て
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

を
支
え
る
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
私
た
ち
医
療
者
も

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
た
」
と
研
修
医
は

話
し
ま
し
た
。

　
体
験
を
終
え
た
２
人
は
、「
患
者
さ

ん
の
暮
ら
し
の
雰
囲
気
が
思
い
浮
か
び

　小児の発育、小児・思春期の疾患、
発達（運動発達・社会性の発達・こ
ころの発達）を通して、発達症（発
達障がい）や学習症（学習障がい）
までを、具体的事例も交えながら説
明しました。
　「こころの育ち」の中で自我の形
成が大切であること、その過程で保
育士がどのように関わるかなど、日
頃の業務に生かしていただけたらと
思います。 

暮
ら
し
を
診
る
医
師
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
く
ら
し
体
験
」

こどもの研修会

左から、研修医２人、お世話になった

久野地区の三島さん、植
うえ

田
だ

保
やす

子
こ

さんトマトの収穫の様子

研修会の様子

瀬島副院長
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令和２年度 保育所・認定こども園・幼稚園
入所申し込み 

　令和２年度保育所・認定こども園・幼稚園入所の
申し込み受付期間は、次のとおりです。
【受付期間】
　12月２日㈪から12月20日㈮まで
　申込方法や対象要件など詳しくは、
市報うんなん12月号に掲載します。

　令和２年度放課後児童クラブ入会の申し込
み受付期間は、次のとおりです。
【受付期間】
　12月２日㈪から令和２年１月10日㈮まで
　申し込み方法や対象要件など詳しくは別に
案内します。

令和２年度 放課後児童クラブ
入会申し込み 

◉問い合わせ先　子ども政策課　☎0854-40-1044

12月で満１歳（平成30年12月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで11月１日(金)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

梨
り お

緒ちゃん（三刀屋町給下）
平成 30年 11月９日生まれ
わが家のアイドルりおちゃん
１歳おめでとう  たくさん遊んで
楽しい思い出いっぱいつくろうね

藤ふ
じ
は
ら原
裕ゆ
う
き貴
さ
ん
・
智と
も
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

菜
な な

那ちゃん（大東町上佐世）
平成 30年 11月 16日生まれ
菜那ちゃん１歳おめでとう
これからもニコニコ笑顔で、元気
いっぱい大きくなってね１

佃つ
く
だ

　駿た
か
ひ
ろ宏
さ
ん
・
美み

さ

こ
紗
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

実
み そ ら

空ちゃん（木次町下熊谷）
平成 30年 11月 29日生まれ
実空  誕生日おめでとう
いっぱい泣いていっぱい笑う実空が
大好きだよ  大きく育ってね

山や
ま
ね根
卓た
く
や也
さ
ん
・
悠ゆ

き紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん

琉
る き

生ちゃん（大東町大東）
平成 30年 11月 16日生まれ
琉生くん１歳おめでとう
これからもたくさん遊んで元気に
大きくなってね

植う
え
だ田

　蓮れ
ん
さ
ん
・
結ゆ

り理
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 湊
みなと

ちゃん（木次町寺領）
平成 30年 11月 20日生まれ
みなちゃん１歳のお誕生日おめで
とう  これからも家族みんなに愛
され元気に健やかに育ってね

田た
な
か中
功こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
・
晏あ
ん
な奈
さ
ん
の
お
子
さ
ん

満　歳

ＨＯＰＥ
わが家の

11月で11月で
おめでとう
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身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん
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雲
南
市
の
中
高
年
の
２
人
に
１

人
が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
腰
痛
・
ひ

ざ
痛
。研
究
所
の
研
究
成
果
で
は
、

足
腰
の
痛
み
が
歩
行
機
能
の
低
下

や
転
倒
の
危
険
性
を
高
め
る
こ
と

も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
体
力
低

下
や
転
倒
に
よ
る
骨
折
は
要
介
護

の
原
因
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
負
の
連
鎖
を
防
ぐ
に

は
、
日
頃
か
ら
足
腰
の
健
康
状
態

に
気
を
付
け
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　子どもたちが元気な心と体を育むためには、「早寝」、「早起き」、「朝ごはん」等、
生活リズムを整えることが大切です。生活習慣を考える上で、「メディア」につ
いて家庭で考えてみましょう。

　現代ではメディアは生活から切り離せないものと
なっており、付き合い方が大事な時代になっています。
子どもにメディアを与える場合は、家族でルールを事
前に決めましょう。
例）授乳中や食事中はテレビを消す、テレビや
DVDは選んで見せる等。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
ま
ず
は
普

段
を
活
動
的
に
過
ご
す
こ
と
が
お

勧
め
で
す
。
そ
の
上
で
、
足
腰
を

鍛
え
る
運
動
（
左
図
参
照
）
も
ぜ

ひ
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
い
運
動
内
容
は
、
平
日
９

時
50
分
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

放
映
し
て
い
る
「
ま
め
な
か
ね
体

操
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
そ
こ
で
、
足
腰
の
健
康
状
態
を

簡
単
に
確
認
す
る
方
法
を
紹
介
し

ま
す
。
以
下
①
〜
⑦
の
項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
一
つ
で
も
当
て
は

ま
れ
ば
足
腰
の
健
康
状
態
（
運
動

機
能
）
が
低
下
し
て
い
る
心
配
が

あ
り
ま
す
。

※ここでのメディアとは、テレビ・DVD・スマートフォン（スマホ）・タブレット・携
帯型ゲーム・インターネットなどの電子メディア／デジタルメディアを示します。

～ メディア接触の時間が増えると、
どういう影響があるのでしょうか？ ～

①睡眠時間
睡眠時間が短くなり、生活リズムの乱れ
の原因になる傾向があります。寝る30
分前にはメディアを切って明るい光を浴
びないようにし、眠りにつきやすい環境
を整えましょう。
②体力
体を動かすことで骨も筋肉も育ちま
す。運動の時間が短くなると体力が低
下してしまいます。遊びを通してさま
ざまな体験をし、体全体を使って思
いっきり遊びましょう。
③脳機能・学力
長時間メディア接触をすると、記憶や判断を司る部分
の脳の発達に遅れが出ます。スマホを使う時間が長い
ほど、学力が下がるというデータがあります。

＜出典：「平成26年度全国学力・学習状況調査のポイント」より＞
④視力
長時間の使用は視力の低下に影響します。途中で休憩
したり、外遊びで目の働きを育てましょう。
⑤コミュニケーション能力
人と直接話す時間が減り、コミュニケーション能力の
育ちに影響します。メディアを見るときは、なるべく
大人が声掛けしながら見るようにしましょう。

足腰を鍛える運動例（スクワット）
「まめなかね体操」より

こんにちは、

です。
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親子で考えよう！ メディアについて

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！
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足
腰
の
健
康
を
保
つ
に
は

足
腰
の
健
康
に
気
を
付
け
よ
う

自
己
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

①
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い

②
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
す

べ
っ
た
り
す
る

③
階
段
を
上
が
る
の
に
手
す
り
が

必
要

④
家
の
や
や
重
い
仕
事
が
困
難
で

あ
る

⑤
２
kg
程
度
の
買
い
物
を
し
て

持
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時間が２時間以上の児童・生徒の割合

小学６年生 中学３年生

＜公益社団法人日本医師会、公益社団法人日本小児科医会「スマホの時間
わたしは何を失うか」参考＞

＜全国学力・学習状況調査　～雲南市の結果～＞

小学６年生 中学３年生

＜全国学力・学習状況調査　～雲南市の結果～＞

雲南市のメディア接触の状況です。テレビゲームに限った結果です。
これ以外にも他のメディアへの接触も多いようです。
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　雲南市国際文化交流協会では、毎年早稲田大学に留学している学生をホームステ
イ事業として受け入れています。この期間中に家族の一員として受入れ、一緒に生
活していただくご家族を募集します。
　ホームステイは日常生活の中で英語に触れ、お互いに異文化を学ぶよい機会です。
　留学生はある程度の日本語は話せますので、英語が話せなくても大丈夫です。
　雲南市内の皆さんからの応募をお待ちしています。

〇昨年度のホストファミリーの感想を紹介します
　ウェルカムパーティーで初めて留学生のランユの顔を見たとき、わ
が家のテーブルにすごくかわいい満面の笑顔を向けてくれたのが、
その場にいた家族全員嬉しくなって、とても印象的でした。（中略）
　日頃は都会での生活に慣れているため、４世代の大家族での田
舎生活は、彼女（留学生）にとって非常にまれな体験だったと思い
ます。まだまだ未知数の夢多きこれからの人生には、きっとこの地で
感じた空気感などが想像力の豊かさや心のゆとりにつながってゆく
だろうと思います。
　私たち家族にとっても刺激的で楽しい日々でした。彼女とはその後
もやり取りを続けており、遠方の家族ができたように大事に思ってい
ます。

【期間】令和２年２月上旬～３月上旬（予定）

【申込締切】11月28日（木）
【申し込み・問い合わせ先】雲南市国際文化交流協会事務局
　　　　　　　　　雲南市大東町飯田36番地12
　　　　　　　　　電話（FAX）0854-43-4016
　　　　　　　　　Email  uikyokai@mic-hikari.jp

　雲南コミュニティキャンパス前期インターンシップ報告
会を雲南市役所本庁舎で開催し、約40人が参加しました。
　この報告会では、８月、９月に大学生８人が市内企業等
７団体でインターンシップに取り組んだ内容とその成果に
ついて報告しました。
　また、受け入れ先の団体から大学生の取り組みに対して
コメントもあり、学生がインターンシップ中のさまざまな
課題を「自分ごと化」しているというコメントも多くあり
ました。
　インターン生は体験するだけでなく、企業・団体の一員

として日々実践したことが多くの成果を生みました。イン
ターン終了後も大学でさらに学びを得た上で、新たにチャ
レンジをしていきたいと意欲を見せるインターン生もいま
した。
　この取り組みを通して、インターン生を受け入れた団体
では、社内でのコミュニケーションが活性化したり、業務
に対してこれまでにない視点での気付きがあったという感
想もありました。
　今後も若者チャレンジに対して、皆さんの声援をよろし
くお願いします。

▲報告会の参加者の皆さんとインターン生（左右の家具２点は㈱協栄ファスナー工業の
インターン生が「金属加工技術」と「市内間伐材」を用いて作製したもの） 

第35回早稲田大学留学生ホームステイ事業
　　ホストファミリー募集

〇昨年度のホストファミリーの感想を紹介します〇昨年度のホストファミリーの感想を紹介します
　ウェルカムパーティーで初めて留学生のランユの顔を見たとき、わ
が家のテーブルにすごくかわいい満面の笑顔を向けてくれたのが、
その場にいた家族全員嬉しくなって、とても印象的でした。（中略）
　日頃は都会での生活に慣れているため、４世代の大家族での田
舎生活は、彼女（留学生）にとって非常にまれな体験だったと思い
ます。まだまだ未知数の夢多きこれからの人生には、きっとこの地で
感じた空気感などが想像力の豊かさや心のゆとりにつながってゆく
だろうと思います。
　私たち家族にとっても刺激的で楽しい日々でした。彼女とはその後
もやり取りを続けており、遠方の家族ができたように大事に思ってい
ます。
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▲受け入れ先の団体からコメントをもらうインターン生

前期インターンシ
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ました！
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ップ報告会を行い
ました！

▲受け入れ先の団体からコメントをもらうインターン生

 受け入れ先の団体
　・㈱協栄ファスナー工業
　・㈱山光
　・㈱中澤建設
　・㈱吉田ふるさと村
　・FELICE
　・コミュニティナース
　・雲南コミュニティキャンパス事務局

●人件費の状況（平成30年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
(平成30年度末 ) 歳出額　(A) 実質収支 人件費　(B) 人件費率 (B/A)

平成30年度 38,214人 289億9,464万円 3億326万円 42億6,393万円 14.7％

●職員の給与の状況（令和元年度普通会計予算）

区　分 職員数
(A)

給　　　与　　　費 1人当たり
給与費(B/A)給料 職員手当 期末勤勉手当 計(B)

令和元年度 436人 17億6,524万円 3億5,816万円 7億2,719万円 28億5,060万円 653万円
（注）　「職員手当」とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手当などの諸手当で退職手当は含みません。

●職員の平均給料月額および平均年齢 （平成31年4月1日現在） ●職員の初任給の状況 （平成31年4月1日現在）
職　種 平均給料月額 平均年齢 区　分 雲南市 国

一般行政職 （345,813円）
346,834円 44.0歳 一般行政職

大学卒 180,700円 180,700円

高校卒 148,600円 148,600円
（注）１ 平成31年度地方公務員給与実態調査に基づくものです。
　　 ２（　）内は「給与の特例に関する条例」により1.0％減額支給後（管理職のみ）の額です。

●職員手当の状況
①期末勤勉手当 （平成31年４月１日現在）

区　分
雲南市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
 ６月期 1.3月 0.925月 1.3月 0.925月

12月期 1.3月 0.925月 1.3月 0.925月

計 2.6月 1.85月 2.6月 1.85月
職制上の段階など
による加算措置 役職加算　5～15％ 役職加算　　 5～20％

管理職加算 10～25％

●特別職等の報酬等の状況 （平成31年4月1日現在）
区　分 給料月額等 区　分 期末手当支給割合

給料

市　長 (801,000円）
890,000円

期末
手当

市　長

 ６ 月期 1.675月
12月期 1.675月
 計3.35月

副市長 (670,530円)
721,000円 副市長

教育長 (607,050円)
639,000円 教育長

報酬
議　長 413,000円 議　長
副議長 354,000円 副議長
議　員 328,000円 議　員

（注）（　）内は条例により市長、副市長、教育長それぞれ10％、7％、
　　 5％減額後の額です。

●職員数の状況 （各年４月１日現在）

区　分 一般行政
部　　門

教育行政
部　　門

公営企業等
会計部門

(市立病院除く )
合　計

平成31年度 376人 59人 33人 468人
平成30年度 385人 60人 39人 484人
増 減 ▲9人 ▲1人 ▲6人 ▲16人

（注）１ 雲南市の条例による定員は654人です。
　　 ２ 職員数については、平成31年度地方公共団体定員管理調査
　　　　に基づく職員数です。

③扶養手当 （平成31年４月１日現在）
区　　　分 雲南市 国

配偶者 6,500円 6,500円

子 10,000円 10,000円

上記以外の扶養親族（1人につき） 6,500円 6,500円
満16歳の年度始めから満22歳の年度末
までの子に対する加算額（1人につき） 5,000円 5,000円

④住居手当 （平成31年４月１日現在）

貸家居住者 月額12,000円を超える家賃を支払っている職員
に対して27,000円を限度に支給

⑤通勤手当 （平成31年４月１日現在）
交通機関
利 用 者

交通機関等を利用して通勤する職員に対して
55,000円を限度に運賃等相当額を支給。

交通用具
利 用 者

自動車等を利用して2km以上通勤する職員に対して、
通勤距離区分により26,500円を限度に支給。

⑥地域手当 （平成31年４月１日現在）

東京都特別区20％　大阪市16％　広島市10％　東広島市3％

②退職手当 （平成31年４月１日現在）

区　分
雲南市 国

自己都合 定年 ･勧奨 自己都合 定年 ･勧奨
勤続20年 19.6695月 24.586875月 19.6695月 24.586875月
勤続25年 28.0395月 33.27075月 28.0395月 33.27075月
勤続35年 39.7575月 47.709月 39.7575月 47.709月
最高限度額 47.709月 47.709月 47.709月 47.709月
平均支給額 321万円 2,209万円

（注）「平均支給額」は、前年度に退職した職員に支給された退職
　　 手当の１人当たりの平均額です。

平成30年４月１日から基本給を管理職のみ1.0％減額支給しています。

この［概要版］は、給与・定員管理等について公開する情報の一部を抜粋したものです。
このほかの情報については、市ホームページ（http://www.city.unnan.shimane.jp）に掲載しています。

【問】人事課　☎0854-40-1021　　　

雲南市の給与・定員管理等について［概要版］
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　平成30年度末現在、市が25％以上出資または出
しゅつえん
捐する法人（第三セクター・財団法人・土地開

発公社）は５つあります。このうち、地方自治法第243条の３第２項の規定により市議会に報告し
た、土地開発公社および市の出資割合が 50％以上の第三セクターおよび財団法人について、平成
30年度の経営状況をお知らせします。併せて、市の出資割合が50％以下の第三セクターである株
式会社吉田ふるさと村の概要をお知らせします。
　雲南市では、決算資料等に基づく、定期的な点検評価を行いながら、より一層効果的かつ効率的
な法人運営となるよう努めてまいります。

※経営状況については、
市からの出資割合が
50％以上の第三セク
ターおよび財団法人の
み掲載しております。

【問】政策推進課　☎ 0854-40-1011

第三セクター等の業務内容と
経営状況報告

株式会社キラキラ雲南
設立年月日 平成６年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
3，000万円
（80％）

主な業務内容

◇文化・スポーツ事業の企画運営
◇「ラメール」、「チェリヴァホール」、｢古代鉄歌謡
館｣、｢アスパル｣、｢加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター｣、
｢加茂中央公園｣、｢大東公園｣ の施設管理運営
◇市立図書館運営業務

総 収 入 ２億7,560万円　※指定管理料１億8,978万円を含む

当期純利益 48万円 利益剰余金 498万円 純 資 産 3,499万円

公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団
設立年月日 昭和63年11月16日 資本金額

（市の出捐割合）
1，000万円
（60％）

主な業務内容
◇たたら製鉄に関する文化事業の企画運営
◇｢菅谷たたら山内および山内生活伝承館｣、｢鉄の
歴史博物館｣、｢鉄の未来科学館｣、「地域特産品
処理加工施設」の施設管理運営

総 収 入 3,687万円　※指定管理料2,154万円を含む

一般正味財産
増 減 額 △816万円 一般正味財産

期末残高 4,771万円 正味財産
期末残高 5,771万円

株式会社吉田ふるさと村
設立年月日 昭和60年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
6，000万円
（25％）

主な業務内容

◇農林産物加工食品の製造販売
◇管工事、下水道施設工事
◇雲南市民バス ｢広域路線バス｣ ｢吉田地域バス（予
約型バス含む）｣ の運行管理業務
◇国民宿舎 ｢清嵐荘｣ の施設管理運営
◇第三種旅行業

雲南都市開発株式会社
設立年月日 平成２年４月２日 資本金額

（市の出資割合）
1，300万円
（86.2％）

主な業務内容

◇特産品販売
◇レストラン経営
◇「おろち湯ったり館」、｢サンワーク木次｣、｢健康
の森｣ の施設管理運営
◇雲南市中心市街地活性化業務

総 収 入 １億3,683万円　※指定管理料3,897万円を含む

当期純利益 189万円 利益剰余金 946万円 純 資 産 2,246万円

雲南市土地開発公社
設立年月日 昭和50年５月29日 資本金額

（市の出資割合）
500万円
（100％）

主な業務内容 ◇公共用地、公用地等の取得、管理・処分等

総 収 入 １億9,757万円

当期純利益 △8,943万円 累積準備金 5億1,363万円 純 資 産 5億1,863万円
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ょ
う

さ
ん（
さ
い
た
ま
市
）

新に
っ

田た

　
賢け

ん

司じ

さ
ん（
広
　

島
　

市
）

伊い

藤と
う

　
雅ま
さ
ひ
こ彦
さ
ん（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

杉す
ぎ
も
と本

　
晃あ
き

子こ

さ
ん（
岡
山
県
倉
敷
市
）

杉す
ぎ
や
ま山

　
正ま
さ

己み

さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）

井い

倉く
ら

未み

さ

こ

紗
子
さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）

大お
お
つ
ぼ坪

　
晃あ
き

典の
り

さ
ん（
岡
山
県
倉
敷
市
）

佐さ

藤と
う

　
祐ゆ
う

司じ

さ
ん（
千
葉
県
柏
市
）

岩い
わ

佐さ

　
憲け
ん
い
ち一
さ
ん（
出
　

雲
　

市
）

宇う
き
ょ
う京

　
　
茂し

げ
る

さ
ん（
出
　

雲
　

市
）

野の

口ぐ
ち

　
和か
ず
ひ
ろ浩
さ
ん（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

小こ
ば
や
し林

　
昌ま
さ
ふ
み史
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

栗く
り
は
ら原

　
睦む
つ

雄お

さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

秋あ
き
や
ま山

　
　
耕こ
う

さ
ん（
東
京
都
豊
島
区
）

浦う
ら
た
に谷

　
　
進す
す
む

さ
ん（
滋
賀
県
草
津
市
）

福ふ
く

間ま

　
隆た
か

康や
す

さ
ん（
高
知
県
高
知
市
）

中な
か
が
わ川

　
耕こ
う
い
ち一
さ
ん（
神
　

戸
　

市
）

望も
ち
づ
き月

　
　
優す
ぐ
る

さ
ん（
静
岡
県
島
田
市
）

芹せ
り
ざ
わ澤

　
信の
ぶ

子こ

さ
ん（
東
京
都
文
京
区
）

西に
し

尾お

　
一か
ず

敏と
し

さ
ん（
福
岡
県
飯
塚
市
）

本ほ
ん

田だ

　
千ち

穂ほ

さ
ん（
岡
　

山
　

市
）

勝か
つ

部べ

　
彰あ
き

子こ

さ
ん（
出
　

雲
　

市
）

川か
わ

田た

　
剛た
け

裕ひ
ろ

さ
ん（
横
　

浜
　

市
）

武た
け

　
　
宏ひ
ろ

樹き

さ
ん（
横
　

浜
　

市
）

林は
や
し

　
　
雄た
け
ひ
ろ大
さ
ん（
大
　

阪
　

市
）

G

グ
ラ
ン
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

ranM
artinez  A

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ

lejandro

さ
ん

（
千
　

葉
　

市
）

平
成
31
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

◎
特
旨
叙
位
・
特
別
叙
勲

従
六
位
・
旭
日
双
光
章

　
保
健
衛
生
功
労
に
よ
り

　
故 

西に
し
む
ら村
昌ま
さ
ゆ
き幸
さ
ん（
木
　

次
　

町
）

◎
叙
位
勲
章

従
六
位
・
瑞
宝
双
光
章

　
教
育
功
労
に
よ
り

　
故 

⻆つ
の

折お
り

富と
み

次じ

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

◎ 

令
和
元
年
度
献
血
運
動
推
進
協

力
団
体
等
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

団
体
の
部

　
雲
南
市
立
病
院

◎ 

令
和
元
年
度
島
根
県
献
血
推
進

協
議
会
功
労
者
表
彰

個
人
の
部

　（
献
血
実
績
１
０
０
回
達
成
者
）

　
藤ふ
じ
は
ら原

　
一か
ず
ひ
ろ浩
さ
ん（
大
　

東
　

町
）

　
新し
ん
ぐ
う宮

　
成な
る

浩ひ
ろ

さ
ん（
加
　

茂
　

町
）

　（
献
血
実
績
２
０
０
回
達
成
者
）

　
宮み
や

田た

　
政ま

さ

規の
り

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

団
体
の
部

　
み
し
ま
や
三
刀
屋
店

山や
ま

田だ

　
英ひ
で
あ
き明
さ
ん（
京
　

都
　

市
）

仲な
か

田だ

ゆ
か
り
さ
ん（
埼
玉
県
所
沢
市
）

飯い
い
つ
か塚

　
征い
く
ろ
う郎
さ
ん（
大
阪
府
高
槻
市
）

根ね

本も
と

　
直な
お
ゆ
き之
さ
ん（
千
葉
県
柏
市
）

中な
か
が
わ川

　
重し

げ

治は
る

さ
ん（
広
島
県
呉
市
）

澤さ
わ
む
ら村

　
彰し
ょ
う
た佑
さ
ん（
愛
知
県
西
尾
市
）

◎
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

㈱
コ
ラ
ム
建
築
設
計
事
務
所

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
掲
示
板

梅
木
建
設
・
植
田
建
設
・

ス
ヤ
マ
産
業 

特
別
共
同
企
業
体

三
和
電
工
・
日
新
電
工

特
別
共
同
企
業
体

島
根
水
道
・
木
次
設
備

特
別
共
同
企
業
体

11 19月 日

食 育 日の

毎月１９日は

健康づくり政策課 ☎0854-40-1040

広 告 枠
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市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業

令
和
元
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
11
月
11
日
㈪
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
マ
ル
チ
コ

環
境
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
市
で
は
、
２
０
２
０
年
に
東
京

で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
入

防
災
安
全
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

　
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
際
、

原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
る

放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
内
部
被
ば

く
を
低
減
す
る
た
め
、
災
害
発
生

時
に
は
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
緊
急

的
に
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
証
明

書
取
得
が
簡
単・便
利
に
！

ア
フ
タ
ー
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

原
子
力
災
害
に
備
え
た
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布

女
性
弁
護
士
相
談

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
法
律
等
に
関
す
る
相
談
を
希
望

さ
れ
る
女
性
を
対
象
に
、
女
性
弁

護
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　
希
望
の
方
は
、
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

　
11
月
29
日
㈮
13
時
30
分
か
ら
15

時
40
分
ま
で （
４
枠
　
先
着
順
）

【
相
談
の
内
容
例
】

　
結
婚
、
離
婚
、
養
育
費
、
慰
謝

料
、
養
子
縁
組
、
パ
ー
ト
ナ
ー
等

か
ら
の
暴
力
、
財
産
の
相
続
、
借

金
の
返
済
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ

ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
で
お
悩
み

の
方
は
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
】

　
☎
０
８
５
４-
42-

３
８
３
８

　（
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
す
。

　
雲
南
市
で
は
、
島
根
原
子
力
発

電
所
か
ら
30
㎞
圏
内
に
お
住
ま
い

で
、
距
離
が
遠
い
な
ど
速
や
か
に

配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

市
民
の
方
を
対
象
に
、
事
前
配
布

を
実
施
し
ま
す
。

　
事
前
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
事
前
配
布
申

請
書
の
提
出
も
し
く
は
「
し
ま
ね

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ
り
申

請
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
後
日
開

催
す
る
事
前
配
布
会
へ
参
加
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
別
途
配
布
す

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
30
㎞
圏
内
対
象
地
域
】

　
大
東
町
　
全
地
区

　
加
茂
町
　
全
地
区

　
木
次
町
　
八
日
市
、
三
新
塔
、

　
　
　
　
　
新
市
、
下
熊
谷
、
斐

　
　
　
　
　
伊
、
日
登
、
西
日
登

　
三
刀
屋
町
　
三
刀
屋
、
一
宮

【
事
前
配
布
会
日
程
・
会
場
】

　
12
月
14
日
㈯

　
　
雲
南
市
役
所
本
庁
舎

　
12
月
15
日
㈰

　
　
雲
南
市
役
所
本
庁
舎

※ 

受
付
時
間
は
両
日
と
も
、
次
の

と
お
り
で
す
。

１
回
目
９
時
30
分
か
ら
10
時
ま
で

２
回
目
13
時
30
分
か
ら
14
時
ま
で

健
康
福
祉
総
務
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
４
１

　
市
で
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ

が
家
計
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
消
費
を
下

支
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

国
の
補
助
を
受
け
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
商
品
券
の
購
入
対
象
者
の

う
ち
、
住
民
税
非
課
税
の
方
に

は
「
雲
南
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
購
入
引
換
券
交
付
申
請
書
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
は

11
月
29
日
㈮
で
す
。
申
請
い
た
だ

い
て
か
ら
購
入
引
換
券
の
交
付
ま

で
、
審
査
に
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。 雲

南
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　
な
お
、
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と

受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
雲
南
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」に
つ
い
て
詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ピ
ー
機
で
各
種
証
明
書
が
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

取
得
で
き
る
証
明
書 

　
①
住
民
票
の
写
し

　
②
印
鑑
登
録
証
明
書

　
③
所
得
証
明
書

　
④
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

　
⑤
戸
籍
証
明
書

【
手
数
料
】

　
①
～
④
：
２
０
０
円

　
⑤
：
４
５
０
円

【
利
用
日
時
】

　
①
～
④
は
６
時
30
分
か
ら
23
時

ま
で
。
⑤
は
８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
（
⑤
は
平
日
の
み
）

　（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く
）

【
利
用
で
き
る
店
舗
】

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ

ン
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
イ
オ
ン

リ
テ
ー
ル
な
ど
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機

設
置
店

賞
メ
ダ
ル
に
、
不
要
に
な
っ
た
小

型
家
電
に
含
ま
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル

材
を
活
用
す
る
「
都
市
鉱
山
か
ら

つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
終
了
に
伴
い
環
境

省
の
推
進
す
る
「
ア
フ
タ
ー
メ
ダ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
ま

す
。つ
き
ま
し
て
は
、不
用
に
な
っ

た
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

本
体
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

ま
す
の
で
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

【
設
置
場
所
】

　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内

窓
口
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福

祉
課
受
付
窓
口

【
回
収
品
目
】

　
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

本
体
（
付
属
品
な
ど
は
回
収
し
ま

せ
ん
）

　
詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課
ま
た

は
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【
申
込
方
法
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備

え
る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

 

◆
市
営
住
宅
入
居
者 

【
募
集
期
間
】

　
11
月
５
日
㈫
か
ら
11
月
12
日
㈫

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
11
月
１
日
㈮
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業

※ 

県
営
住
宅
、
公
社
定
住
促
進
賃

貸
住
宅
の
申
し
込
み
も
併
せ
て

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
が
け
地
お
よ
び
地
す
べ
り
等
で

住
宅
の
移
転
を
お
考
え
の
方
は
、

建
築
住
宅
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
危
険
住
宅
の
除
却
お
よ
び
新
た

に
建
設
す
る
住
宅
（
購
入
含
む
）

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

・ 

勾
配
が
30
度
以
上
で
、
高
さ
が

２
㍍
を
超
え
る
が
け
に
近
接
し

て
い
る
住
宅
（
図
参
照
）

高さ×1.5 

30°以上 
高さが
２ｍを
超える
もの 

禁止 
高さ×1.5・ 

が
け
付
近
の
建
築
物
を
制
限
す

る
条
例
制
定
日
（
昭
和
35
年
10

月
４
日
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅

令
和
元
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

☎
０
８
５
４-

45-

２
１
１
１

　
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て

「
雲
見
の
里
い
い
し
」
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
備
品
を
整
備
し
ま
し

た
。
自
主
防
災
組
織
で
あ
る
地
域

自
主
組
織
の
防
災
活
動
の
充
実
・

強
化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

・ 

防
災
備
品
一
式
（
物
置
、
非
常

用
ト
イ
レ
、
投
光
器
、
発
電
機
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
、
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
か
ま
ど

セ
ッ
ト
、救
助
用
工
具
セ
ッ
ト
、

リ
ヤ
カ
ー
、
担
架
、
テ
ン
ト
ほ

か
）

※ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
普
及
広

報
を
目
的
に
、
宝
く
じ
の
受
託

事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
地

域
自
主
組
織
等
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
が
行
う
事
業
や
活
動

に
必
要
な
施
設
や
設
備
の
整
備

等
に
対
し
て
行
う
助
成
で
す
。

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
制
度
の
更
新
制
導
入

水
道
局
　
営
業
課

☎
０
８
５
４-

42-

５
３
２
２

　
水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
の
更

新
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
指
定
の
有
効
期
間
が
従
来
の
無

期
限
か
ら
５
年
間
へ
変
更
と
な

り
、
有
効
期
間
内
で
の
更
新
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
更
新

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
、
効
力
を

失
い
ま
す
）

　
従
前
の
制
度
で
指
定
を
受
け
ら

れ
て
い
る
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
初
回
の
更
新
時
期
は
、
政

令
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
を
受

け
ら
れ
た
日
に
よ
っ
て
有
効
期
間

が
異
な
り
ま
す
。

　
更
新
の
時
期
お
よ
び
申
請
書
類

な
ど
、
詳
細
は
水
道
局
ま
で
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ 

条
例
制
定
後
に
増
築
さ
れ
た
住

宅
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　
令
和
２
年
度
に
本
制
度
を
活
用

し
て
移
転
を
お
考
え
の
方
は
、
11

月
29
日
㈮
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ

い
。

うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

社会教育課　☎0854-40-1073

毎月第３
日曜日は
毎月第３
日曜日は

月17日（日）11

23 市報うんなん



小
規
模
企
業
共
済
制
度

自
衛
官
等
募
集

ま
め
な
か
ね
川
柳
募
集

保
健
医
療
介
護
連
携
室

☎
０
８
５
４-
45-

１
０
９
５

　
雲
南
市
の
特
定
健
診
・
が
ん
検

診
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

雲
南
市
健
康
都
市
宣
言
を
普
及
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
ま
め
な
か
ね

川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

　
10
月
１
日
㈫
か
ら
12
月
13
日
㈮

【
応
募
資
格
】

　
雲
南
市
在
住
の
方
ま
た
は
雲
南

市
内
に
在
勤
在
学
の
方
（
個
人
・

グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も
可
）

【
応
募
方
法
】

　
平
成
31
年
度
成
人
健
診
（
検

診
）
の
し
お
り
裏
表
紙
の
応
募
は

が
き
、
ま
た
は
郵
便
は
が
き
に
必

要
事
項
（
川
柳
作
品
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
）
を
記
入

の
上
、
次
の
宛
先
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

〒
６
９
９
︲
１
３
９
２

雲
南
市
木
次
町
里
方
５
２
１
︲
１

雲
南
市
役
所
保
健
医
療
介
護

連
携
室
　
ま
め
な
か
ね
川
柳
係

　
ま
た
は
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
５
４-

40-

１
０
４
９
）
ま
た
は
市
役
所
窓
口

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
応
募
要
件
】

　
応
募
者
の
自
作
で
未
発
表
の
物

に
限
り
ま
す
。

【
選
考
・
表
彰
】

　
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
を
選
考
し
、

令
和
２
年
３
月
頃
受
賞
者
に
は
直

接
通
知
し
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

受
賞
作
品
は
公
表
し
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
度

ま
め
な
か
ね
川
柳
最
優
秀
作
品

ま
め
な
か
ね

　用
は
な
く
て
も

　顔
見
せ
に

加
茂
町
　
持も
ち

田だ

茂し
げ

子こ

さ
ん

くらしの消費生活窓口

雲南市消費生活センター　☎０８５４－４０－１１２３ FAX０８５４－４０－１０３９相談・問い合わせ・出前講座依頼先

　まったく根拠のない架空請求は、何らかの名簿を入手した悪質事業者が、手当たりしだいに
根拠のない請求ハガキや電子メール等を大量に送ったものと思われます。
１ ．請求ハガキや電子メール等には「自宅に出向く」「勤務先を調査」「強制執行」など不安を

あおるような脅し文句が書いてありします。
２ ．「消費料金に関する訴訟最終告知」等の請求内容がよく分からないハガキ等が送られてくる

場合もあります。
３ ．請求ハガキ等を送り付けられた人の中には、自分が利用したかもしれないと思い、請求ハ

ガキ等に書かれている電話番号に連絡してしまい、悪質事業者とのやり取りの中で支払うこと
になってしまったケースもあります。

１ ．架空請求か判断がつかなかったり、不安を持ったりした場合には、相手に連絡せず、
また料金を支払う前に、まず消費生活センターに相談しましょう。

２ ．本物の裁判所からの「支払い督促」や「少額訴訟の呼出状」と思われる場合は、書類
の真偽の判断はむつかしいので、放置せず、すぐに消費生活センターに相談することが
重要です。

３． 相談は消費者ホットライン「局番なしの１８８（いやや）」です。

利用した覚えのない請求（架空請求）が
横行しています

― 消費者へのアドバイス！ ―
利用していなければ
連絡しない

消費者センターへ
相談する

優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限
令和２年３月３１日まで

優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限
市民バス・タクシーで使用できる

長寿障がい福祉課　☎0854-40-1042

※有効期限を過ぎると使用できなくなります。期限内にお使いください。

市民バス・タクシーで使用できる

24市報うんなん

小
規
模
企
業
共
済
制
度

自
衛
官
等
募
集

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事

業
を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備

え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備

し
て
お
く
共
済
制
度
で
、「
小
規

模
企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職

金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。
こ
の
制

度
の
特
徴
は
、
掛
金
が
全
額
所
得

控
除
と
な
り
ま
す
。
独
立
行
政
法

人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
運

営
し
、
商
工
会
、
金
融
機
関
の
本

支
店
な
ど
の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　
☎
０
５
０-

５
５
４
１-

７
１
７
１

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

☎
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５

★  

自
衛
官
候
補
生
（
陸
上
・
海
上

　
・
航
空
自
衛
隊
）

　
採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
自

衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
３
ヵ
月
間

の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
後
、
２

等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用
さ
れ
ま

す
。
任
用
期
間
は
、
陸
上
自
衛
官

は
、
１
年
９
ヵ
月
、
海
上
・
航
空

自
衛
官
は
２
年
９
ヵ
月
を
１
任
期

と
し
て
任
用
さ
れ
ま
す
が
、
引
続

き
勤
務
を
希
望
す
る
場
合
は
、
選

考
に
よ
り
２
年
を
任
期
と
し
て
継

続
任
用
さ
れ
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
方

【
試
験
種
目
】

　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
社

会
・
作
文
）・
口
述
試
験
・
適
性

検
査
お
よ
び
身
体
検
査

【
試
験
会
場
】

　
第
８
回
、
第
９
回
と
も
に
陸
上

自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

【
応
募
期
間
】

 

第
８
回� 

11
月
18
日
㈪
か
ら
12
月

５
日
㈭
ま
で

 

第
９
回� 

12
月
９
日
㈪
か
ら
令
和

２
年
１
月
９
日
㈭
ま
で

【
試
験
期
日
】

 

第
８
回��

12
月
７
日
㈯

 

第
9
回��

令
和
２
年
１
月
11
日
㈯

※ 

試
験
期
日
、会
場
等
に
つ
い
て
、

追
加
ま
た
は
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

★
陸
上
自
衛
隊
　
高
等
工
科
学
校  

　
生
徒

　
将
来
、陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、

中
学
校
卒
業
者
等
を
対
象
に
採
用

す
る
制
度
で
す
。

【
応
募
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
２
年

４
月
１
日
現
在
15
歳
以
上
17
歳
未

満
（
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
17
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ

た
方
）
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者
（
令
和
２
年
３
月
卒
業

ま
た
は
修
了
見
込
み
の
方
を
含
む
）

【
試
験
種
目
】

 

１
次
試
験 

筆
記
試
験
（
国
語
・

社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
・
作
文
）

【
応
募
期
間
】

　
11
月
１
日
㈮
か
ら
令
和
２
年
１

月
６
日
㈪
ま
で

【
試
験
期
日
】

 

１
次
試
験 

令
和
２
年
１
月
18
日
㈯

【
試
験
会
場
】

 

１
次
試
験 

松
江
地
方
合
同
庁
舎

・
浜
田
市
内

 

★ 

技
術
貸
費
学
生 

　
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の

装
備
品
を
ハ
イ
テ
ク
化
、
国
産
化

す
る
分
野
で
活
躍
す
る
有
為
な
人

材
を
養
成
す
る
た
め
、
大
学
の
理

学
部
・
工
学
部
ま
た
は
大
学
院
修

士
課
程
の
指
定
す
る
学
科
を
専
攻

す
る
在
学
生
の
う
ち
か
ら
選
考
に

よ
り
採
用
し
て
学
資
金
を
貸
与

し
、
そ
の
修
学
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

【
応
募
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
２
年

４
月
１
日
現
在
、
大
学
３
年
次
24

歳
未
満
、大
学
４
年
次
25
歳
未
満
、

大
学
院
１
年
次
26
歳
未
満
、
大
学

院
２
年
次
27
歳
未
満
の
方

【
応
募
条
件
】

　
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の
理
学
部

ま
た
は
工
学
部
の
第
３
年
次
、
第

４
年
次
も
し
く
は
大
学
院
（
専
門

職
大
学
院
を
除
く
）
修
士
課
程
に

在
学
し
て
い
る
方

【
応
募
期
間
】

　
11
月
１
日
㈮
か
ら
令
和
２
年
１

月
６
日
㈪
ま
で

【
試
験
期
日
】

　
令
和
２
年
１
月
25
日
㈯

【
試
験
会
場
】

　
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
（
札
幌
、

帯
広
、
仙
台
、
朝あ
さ

霞か

、
金
沢
、
守

山
、
伊
丹
、
米
子
、
海か
い

田た

市
、
福

岡
、
健け
ん
ぐ
ん軍
、
那
覇
）・
海
上
自
衛

隊
基
地
（
徳
島
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
☎
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５

　http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/shim

ane

秋
期
新
入
社
員
合
同
研
修

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
こ
の
研
修
は
、
入
社
後
の
自
己

の
成
長
を
振
り
返
り
、
上
司
か
ら

の
期
待
を
改
め
て
意
識
し
、
将
来

へ
向
け
て
主
体
的
に
行
動
す
る
考

え
方
、
チ
ー
ム
へ
の
関
わ
り
方
を

体
験
学
習
す
る
内
容
で
す
。

　
入
社
後
半
年
に
抱
き
や
す
い
不

安
の
解
消
や
将
来
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま

調
停
手
続
き
相
談
会

島
根
県
調
停
協
会
雲
南
支
部

☎
０
８
５
４-

42-

０
２
７
５

　
調
停
制
度
の
利
用
・
手
続
き
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
は

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
11
月
21
日
㈭
10
時
か
ら
15
時
ま

で【場
所
】

　
木
次
経
済
文
化
会
館
チ
ェ
リ

ヴ
ァ
ホ
ー
ル

※ 

予
約
不
要
。
個
別
に
面
談
し
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

す
。
ぜ
ひ
、
活
用
く
だ
さ
い
。

【
受
講
料
】
１
２
０
０
円

【
日
時
・
会
場
】

⑴ 

11
月
19
日
㈫
９
時
か
ら
16
時
ま

で
　
県
合
同
庁
舎
（
松
江
市
）

⑵ 

11
月
20
日
㈬
９
時
か
ら
16
時
ま

で
　
東
部
高
等
技
術
校
（
出
雲

市
）
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　　　　雲南市では、産業振興の一環として、市内における
　　　新商品開発の取り組みを「新商品開発及び販路拡大事
　　業補助金」によって支援しています。
　本補助金を活用して開発された新商品を、市民の皆さんへ
広くお知らせするため、順次紹介していきます。
　本補助金を活用して開発された新商品を、市民の皆さんへ
広くお知らせするため、順次紹介していきます。

新商品
特集

シリーズ1６
【問い合わせ先】商工振興課 ☎0854-40-1052

200g  600 円（税抜）

商品紹介

オンラインショップにて

販　　売価　　格

　山からの一番水が注ぐ大東町の田んぼでつくった、農薬・化学肥料不使用でつくった
米粉に、身体に優しい素材のみをミックスして、米粉のパンケーキミックス粉にしまし
た。卵と牛乳で手軽に調理ができるので、朝の忙しい時間にも、小腹が空いたおやつど
きにも大活躍です。小麦を一切使用していないので、小麦アレルギーの方でも安心して
召し上がっていただけます。地域の自然と農の可能性を感じる、食べ終わりまで美味し
いパンケーキをどうぞご家庭でも。

宮内舎　base

宮  内  舎
米粉パンケーキ

ミックス

みやうちや

　しまね縁結びサポート企業に登録して、従業員の出会いや結婚を、職場の繋がりを活かして
応援しませんか。しまね縁結びサポートセンターが手伝います！

● 登録の申し込み先
一般社団法人　しまね縁結びサポートセンター　　☎0852-61-1150
     info@shimane-enmusubi.com

【問】うんなん暮らし推進課　☎ 0854-40-1014

●『しまね縁結びサポート企業』のメリットは？
・ しまね縁結びサポートセンターが主催する他の登録企業・団体との交流会に参加できます。
・ 自社で交流会を企画される場合は、しまね縁結びサポートセンターが参加企業・団体の

調整を行うなど開催を支援します。

 ●『しまね縁結びサポート企業』の対象・役割は？
【対象】島根県内に事業所等がある企業・各種団体等（支社、支店、工場等内部組織単位も可）
【役割】企業・団体内に、しまね縁結びサポートセンターとの窓口になっていただく「担当者」を決めてい
           ただき、結婚を希望する従業員へ次のような情報を提供していただきます。
　♥婚活イベント情報の提供
　♥縁結びボランティア「はぴこ」、しまね縁結びサポートセンターについての情報提供

しまね縁結びサポート企業　大募集！！

・ しまね縁結びサポートセンターのホームページ等で「しまね縁結びサポート企業」として広報・ＰＲします。
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問い合わせ先・相談機関
　●雲南市男女共同参画センター　☎ 0854-42-3838（8:30 ～ 17:00 土・日・祝日は除く）
　●島根県女性相談センター　☎ 0852-25-8071（8:30 ～ 17:00（祝日除く） 土・日は電話相談のみ、面接不可）
　●出雲児童相談所　☎ 0853-21-8789（8:30 ～ 17:00 土・日・祝日は除く）

うんなんヒューマンライツ・フェスタ２０１９

11月12日から11月25日まで

【問】雲南市人権センター　☎ 0854-42-1767

　暴力は、性別や間柄を問わず決して許されるものではありませんが、中でも女性に対
する暴力（配偶者等からの暴力、性犯罪、ストーカー、売買春、人身取引、セクシャル・
ハラスメント等）は、女性の人権を著しく侵害するものであり、克服すべき重要な課題
です。
　市では広報啓発活動の一環として、今年度も、市内ショッピングセンターにてDV
防止啓発チラシを配布します。また、パープルリボン活動、告知放送、ケーブルテレビ
などの広報活動を併せて実施します。
　些細なことでも構いません。あなたの声を聞かせてください。

　「DV」とは、ドメスティック・バイオレンスの略で、一般的には夫婦や内縁
関係など親密な関係の間で起こる暴力のことです。子どもの目の前で配偶者を

■ と　き　12月14日（土）13:30～16:00
■ ところ　木次経済文化会館チェリヴァホール　２階大ホール、１階・２階ロビー
■ 内　容　学習発表（西小学校）、講演・実演（「猿まわし」　筑

ちく
豊
ほう
大
だいすけ
介さん）、全国中学生人権作文コ

　　　　　ンテスト島根県大会優秀作品朗読、人権啓発パネル展等

身体的暴力 殴る・蹴る・つねる・髪を引っ張る・刃物などで脅す・物を投げつける　など

精神的暴力

ばかにしたり傷つく言葉を言う・無視する・怒鳴る・にらむ・物を壊す・責任を押し付
ける・メールや電話の履歴チェック・行動や服装を細かくチェックしたり指示する・友
人関係を制限したりし孤立させる・生活費を渡さない・借りたお金を返さない・デート
費用をいつも払わせる・無理やり物を買わせる　など

性 的 暴 力 無理やり性的行為をする・避妊に協力しない　など

殴ったり怒鳴りつけたりする「面前DV」は児童虐待に当たり、子どもの心身の発達に深刻な悪影響を及
ぼします。
　また、暴力的関係は夫婦等の間だけでなく、高校生や大学生を含む若者など交際中のカップルの間でも
起こり、これを「デートDV」と呼んでいます。
　DVもデートDVも、社会的に立場の強い者から弱い者へ権力をふりかざし、暴力を振るうことであり、
誰もが持つ人権を踏みにじる、決して許される行為ではありません。
　具体的には、次のような行為がDV・デートDVに当たります。

　DV・デートDVは、親密な間柄で行われるため周囲から気付かれ
にくく、また身体的以外の暴力は被害者本人も気付かないこともあり
日々の暮らしを生き辛くさせています。
　自分がDVを受けているかも、または周りの人がDVで苦しんで
いるかもしれないと思われたら、思い切って相談してみてください。

「女性に対する暴力をなくす運動」を実施します

DV・デートDVとは

パープルリボン
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インフルエンザ予防接種
　今年度も10月から雲南市に住所のある高齢者等対象者の皆さんに、インフルエンザ予防
接種を実施します。
　インフルエンザの流行は、通常、初冬から春先にみられ、流行が始まると、短期間に子ど
もから高齢者まで膨大な数の人を巻き込むという点で普通の風邪と異なります。また、気管
支炎や肺炎などを合併し重症化することがあります。
　接種後、インフルエンザに対する抵抗力がつくまでに約２週間程度かかりますので、なる
べく早めに受けましょう。 ※接種は義務ではありません。

と  き  11月23日（土）13:30～16:30（13:00 ～  開場・受付開始）　　会  場  古代鉄歌謡館　　入場料  無料
１．基調講演　「環境革命の時代に－コウノトリとトキが出雲・雲南にもたらすもの」

　東京都市大学特別教授　涌
わく

　井
い

　史
し

　郎
ろう

　さん
造園・ランドスケープアーキテクトとして、人と自然の空間的共存をテーマに多くの地域活性化計
画に携わり、ＴＢＳ系列「サンデーモーニング」等のコメンテーターとしても活躍されています。

２．地元の活動紹介　①「コウノトリを通じた環境学習の取り組み」　　②「出雲のトキのうら話」

接種当日に渡される「高齢者インフルエンザ予防接種予
診票」をよくご覧いただいたうえで必要事項を記入し、
接種を受けてください。

コウノトリやトキと共生するまちづくりシンポジウム
  大型水鳥が教えてくれるふるさとの魅力

対象となる方　⇒　接種日当日に 満65歳以上の方ほか
雲南市内に住民登録があり、次のいずれかの方のうち予防接種を希望する方。

①満65歳以上の方
② 満60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常

生活活動が極度に制限される程度の障がいを有する方およびヒト免疫不全ウィルス
により免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する方

自己負担額　⇒　２，０００円　　　期間中１回のみ
接種当日、医療機関に支払ってください。
※上記対象者のうち、生活保護を受けている方は無料です。←受給者証明書が必要です。
※実施期間以外での接種は全額自己負担となりますので注意してください。

接種方法　⇒　事前に実施医療機関へ直接申し込み
持参するもの　○住所・氏名・年齢を確認できる物（運転免許証や介護保険証など）
　　　　　　　○自己負担金

実施期間　⇒　10月１日～令和２年１月31日
※接種の実施日や曜日は医療機関により異なりますので、直接問い合わせください。

【問】健康推進課　☎ 0854-40-1045

65歳以上の皆さんへ

主催／出雲・雲南地域広域連携生態系ネットワーク推進協議　　問い合わせ先／事務局（地域振興課）☎ 0854-40-1013
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軽自動車税（種別割）の重課

【問】税務課　☎ 0854-40-1034

　環境への負荷の低減のため初回検査（新車登録時）から 13 年を経過した軽自動車（三輪・四輪）につい
ては税率を重くする制度となっています（重課）。
　令和２年度に重課の対象となるのは、「初度検査年月」が平成19年３月以前の車両です。中古車等を購入
される場合も、購入日ではなく新車登録時の「初度検査年月」により税額が決まりますので注意ください。
※初度検査年月は自動車検査証（車検証）に記載されていますので確認ください。

●令和２年度から重課の対象となるのは、初度検査年月が「平成18年4月～平成19年3月」の車両です。
区　分 令和元年度の税額 令和２年度以降の税額

四輪
乗用

自家用 ７，２００円 １２，９００円
営業用 ５，５００円 　８，２００円

貨物
自家用 ４，０００円 　６，０００円
営業用 ３，０００円 　４，５００円

三　輪 ３，１００円 　４，６００円
番号○○○○○

自　動　車　検　査　証 平成○○年○○月○○日　　軽自動車検査協会　

初度検査年月 自動車の種別 用途 自家用・事業用の別

平成
　　年　月

乗車定員 最大積載量 車両重量

人 kg kg
類種の料燃式型名車 総排気量又は定格出力 前軸重 後軸重

kg kg

原動機の形式

車台番号

kg
形式指定番号 類別区分番号

cm cm cm

式形の体車日月年付交号番両車

長さ 幅 高さ車両総重量

平成
　　年　月　日

最初の新車登録検査年

年度ごとの軽自動車税【種別割】（４月１日）
H18 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 ～

軽トラック 平成１９年３月新車購入 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 6,000 6,000 6,000 ～

軽乗用車 平成２６年５月中古車購入
初度検査平成１９年９月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900 ～

初度検査年月から13年経過後最初の４月から重課適用

　出張相談での年金手続き・相談は予約制となります。

【問】市民生活課　☎0854-40-1031

相　談　日 場　　所
11月13日㈬、１月15日㈬、
３月18日㈬

雲南市役所本庁舎
２階 203・204 会議室

予約は「前日（前営業日）までにお願いします」

予約相談開始時間　10:00 ～ 14:45（終了予定 15:30）

予約・問い合わせは、
松江年金事務所へお気軽に

①年金手帳など基礎年金番号の分かるものを準備ください。

② 0852-23-9540 へ電話をしてください。

③音声案内が流れますので「1」の後に「2」を選択してください。

④担当者に「雲南市役所での出張相談予約」と伝えてください。

⑤担当者の質問に答えてください。

0852-23-9540
予約ダイヤル

予約ダイヤル
 簡単予約

　　の手順

年　金　出　張　相　談
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感謝の手紙
日本一短い

vol. 89 雲南市青少年健全育成協議会（教育委員会社会教育課）☎0854-40-1073

今月は大東町の方の感謝の手紙です。

観光NOW
その⑥

こんにちは

雲南市観光協会
です 　雲南市観光協会では、外国からのお客さんに雲南市を訪れて魅力を感じてもらうため、

平成30年度から外国の旅行会社との商談会への参加、英語やフランス語の観光パンフレッ
トの作成にも力を入れています。
　今年度は、境港へ立ち寄るクルーズ客船のお客さんを雲南市内に案内するモニターツ
アーを２回実施しました。

【問】観光振興課　☎ 0854-40-1054

インバウンドモニターツアー in雲南

　１回目は４月中旬に実施し、三刀屋町の「御衣黄」と出雲神楽の公演をご覧いただきました。２回目は９月下旬
に実施し、吉田町のたたら製鉄に関する施設を案内しました。いずれも、アメリカ、カナダ、オーストラリアなど
英語圏の国のお客さんが参加され、バスを降りる度に目にする光景をしきりにカメラに収めておられました。
　モニターツアーでの感想やアンケートの回答では、「美しい日本の里山の景観を見ることができて思い出深い旅
になった」、「すばらしいツアーだった。クルーズ船に戻ったら、他の乗客にも今日のツアーのことを伝える」、「日本
らしい食事を味わうことができた」、「優しくて親切な人たちとふれあえて楽しかった」など、満足された様子がう
かがえました。一方で、お土産を購入するのにクレジットカードが使えないことを残念がる方も見受けられました。
　２回のモニターツアー
の結果を踏まえ、安定的
に国内外の観光客をお迎
えし、雲南市を楽しんで
いただけるよう、今後も
取り組みを進めていきま
す。

菅谷高殿で朝
あさ
日
ひ
光
みつ
男
お
施設長から説明を受ける参加者 「食の幸ふる里屋」での昼食の様子

　
　
お
母
さ
ん
へ

「
全
国
大
会
つ
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
な
ぁ
。」
と
言
い
な
が
ら
見
守
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
高
校
で
は
絶
対
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
連
れ
て
行
き
ま
す
。「
だ
ん
だ
ん
。」

　
　
先
生
へ

い
つ
も
勉
強
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
ま
に
怖

い
時
も
あ
る
け
ど
、
優
し
く
て
、
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　
　
ね
え
ち
ゃ
ん
へ

い
つ
も
ケ
ン
カ
ば
っ
か
り
だ
ね
。
で
も
勉
強
や
料
理
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
あ
ん
ま
言
え
ら
ん
け
ど
、
感
謝
し
て
ま
す
。

　
　
友
だ
ち
へ

友
だ
ち
に
あ
ま
り
あ
り
が
と
う
っ
て
言
わ
な
い
け
ど
、
毎
日
毎
日
、
み
ん
な

が
い
る
か
ら
学
校
は
楽
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

　
　
お
か
あ
さ
ん
へ

う
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。ご
は
ん
つ
く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。ず
っ

と
げ
ん
き
で
い
て
ね
。「
あ
り
が
と
う
」

　
　
む
す
こ
へ

お
い
し
い
ご
は
ん
作
り
頑
張
る
よ
。
元
気
で
い
る
た
め
に
運
動
す
る
よ
。
だ

か
ら
い
つ
ま
で
も
そ
ば
で
笑
っ
て
い
て
ね
。

　
　
お
爺
ち
ゃ
ん

い
つ
も
バ
ス
停
に
つ
い
て
む
か
え
に
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら

お
手
伝
い
を
た
く
さ
ん
す
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
孫
へ

猪
突
猛
進
。
４
月
か
ら
小
学
６
年
生
。
勉
強
や
野
球
、
頑
張
っ
て
ね
。
何
時

も
お
爺
の
手
伝
い
有
り
が
と
う
。

　
　
母
へ

い
つ
も
家
事
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。お
い
し
い
料
理
を
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
息
子
へ

い
つ
も
服
の
ぬ
け
殻
や
プ
リ
ン
ト
の
干
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
あ
り
が
と
う
。
こ

れ
か
ら
は
自
分
で
も
お
願
い
し
ま
す
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雲南市にお住まいの
4 4 4 4 4 4 4 4 4

（雲南市に住民票のある方）
３歳以上児（Ｈ25年度～Ｈ27年度生まれ）の

副食費（おかず代）を10月１日から無料とします !!

【問】子ども政策課　☎ 0854-40-1044

　10 月１日から幼児教育・保育の無償化がスタートしました。
　これに伴い、３歳以上児の保育料が無料となりました。一方で、これまで保育所籍のお子さんの保育料に
含まれていた副食費が無償化の対象外となり、実費徴収することとなりました。保育所籍のお子さんの保護
者の皆さんには副食費を、幼稚園籍のお子さんの保護者の皆さんには主食費（ごはん代）・副食費を負担い
ただくこととなります。
　そこで雲南市では、子育て世帯の皆さんの経済的負担を軽減することで、
安心して子どもを産み育てられる環境づくりを推進するため、３歳以上の
お子さんの副食費を無料とします。対象となる方は次のとおりです。

税 考 週間を える
テーマ「くらしを支える税」

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税
務行政に対する知識と理解を深めていただくために、
毎年11月11日から17日 を「税を考える週間」として、
ホームページ等でさまざまな情報を提供しています。
詳しくは国税庁ホームページに掲載
しています。 国税庁 で

今月の
税金

今月の
税金

◎国民健康保険料（第５期）
◎後期高齢者医療保険料（第５期）
　納期限は12月２日（月）です。

対象者など
◎ 雲南市に住所を有し（住民票があること）、保育所・認定こども園・幼稚園等に在籍する３歳以上

（H25.4.2 ～ H28.4.1 生まれ）のお子さんの副食費を無料（上限4,500円）とします。
　保育の必要性がある場合は市外施設や認可外施設を利用されている方も含みます。

　　●主食の提供を受けているお子さんについては引き続き主食費を負担ください。
　　● 市外にお住まいの方で市内施設を利用している場合、副食費無料の
　　　対象とはなりませんので、主食費・副食費を負担ください。
　　　お住まいの市町村の助成制度は各市町村窓口に問い合わせください。
　　● 幼稚園・幼稚園籍のお子さんで、これまで雲南市の学校給食費を

口座振替等で納めておられた方については、今後は主食費のみを
負担いただきますが10月分以降は口座振替等での支払いを止め、
各施設での集金とします。
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木次線に乗ってみよう♪ シリーズ
⑰

【問】木次線利活用推進協議会事務局（うんなん暮らし推進課内）　☎0854-40-1014

　9月10日(火)、雲南市民生
児童委員協議会の皆さんが

宍道公民館（松江市）で「令和元年度 全員研修会」を開催され、
昨年度に引き続き、研修会場までＪＲ木次線を往復利用されまし
た。
　参加者は当日、日登駅９時57分発の列車をはじめ、各自の最
寄り駅から計113人が乗車し、会場の最寄り駅である宍道駅には
10時55分に到着され、会場まで100mほど徒歩で移動されました。
　その後、研修会を開会し、昼食を挟んで、午後から宍道高等学
校の講演と実践発表等を行い、帰りは宍道駅16時01分発の列車
で帰路に就かれ、２両編成の車両は往路復路ともに満員御礼でし
た。
　参加者からは「木次線を利用することが存続への協力につなが
る」、「普段ほとんど利用しないが良い機会だった」、「にぎやかに
移動でき、気分が変わって楽しかった」、「今回の取り組みを知っ
てもらい、１人でも多くの人に乗ってもらいたい」といった声も
聞かれるなど、研修会の移動手段に JR 木次線を利活用した効果
が見られました。
　鉄道は大量輸送が強みです。木次線を利用することで、いつもと違う景色を見ながら、道中も皆さんで
会話を楽しみながら移動していただけますので、ぜひ団体での定例行事等で利用ください。

木次線の車内の様子

研修会の様子

12月１日より「湯村温泉」
バス停を、清嵐荘の建屋前
に移設します。

12月１日より「湯村温泉」
バス停を、清嵐荘の建屋前
に移設します。

湯村温泉

廃止
廃止

廃止

移設先

移
設
先

至 木次

至 平田
清
嵐
荘

斐
伊
川

漆
仁
橋

国
道
３
１
４
号

バスの時刻に変更は
ありません

国民宿舎清嵐荘オープン国民宿舎清嵐荘オープン国民宿舎清嵐荘オープン
オープン日

11月19日(火)

☎０８５４－75－００３１
※11月18日（月）までの予約・問い合わせは、
　平日９時から17時まで。

（清嵐荘）

予約受付・問い合わせ先

【問】産業施設課　☎0854-40-1093
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(                                           )

11月は児童虐待防止推進月間です １８９（いちはやく）
小さな命に待ったなし

児童相談所や市町村の相談窓口にご連絡ください

【問】子ども家庭支援課　☎ 0854-40-1067・出雲児童相談所　☎ 0853-21-0007
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市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　建替え工事のため長期休館中です。
　電　　話：0854－40－1073（社会教育課）
　おはなし会：三刀屋子育て支援センター　29日（金）10:00～

　吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
 （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

木次図書館 　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日  
毎週月曜日、３日(日・祝)、23日(土・祝)
振替休館日：５日(火)、図書整理日：30日(土)

 イベント案内 
☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30～
☆古本市　３日（日・祝）10:00～15:00
　会場：木次図書館 視聴覚室

　詳しくは、配布のチラシをご覧ください。なお、この日は休館とな
ります。勤労青少年ホーム側の入り口からお入りください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館 　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日  
毎週金曜日、３日(日・祝)、４日(月・振替休日)、23日(土・祝)
図書整理日：30日(土)

 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　会　場：大東図書館多目的室
　　開催日：11日(月)、25日（月）10:30～（30分程度）
＊毎週月曜日午前中（10:00～12:00）は『いいよのじかん』です。

赤ちゃん小さな子どもさん、泣いたり大きな声が出ても大丈夫です。保護者の方も気兼ね
なくゆっくりと図書館を利用ください。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館 ☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日  
毎週木曜日、３日(日・祝)、４日(月・振替休日)、23日(土・祝)
図書整理日：30日(土)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）市内図書館どこでも借りることができます。貸出中の場合は予約（取

り寄せ含む）ができます。各館へ問い合わせください。
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園（
所
）開
放
日

大 

東

大 東 こ ど も 園 ● 22日㈮ 9:30～11:00
西 こ ど も 園 ● 14日㈭ 9:30～11:00
佐 世 幼 稚 園 〇 12日㈫ 9:00～11:30 焼きいも
海 潮 こ ど も 園 ●
大 東 保 育 園 毎週水曜日 9:00～14:00　試食予約：前日16:00まで
か も め 保 育 園 毎週金曜日 9:00～12:00　試食予約：前日16:00まで

あ お ぞ ら 保 育 園 毎日（平日）
試食は金曜のみ 試食予約：当日9:00まで

加
茂

加 茂 こ ど も 園 28日㈭ 9:00～12:00（※要予約：申込〆切21日㈭） 
た ち ば ら 保 育 園 ▲ 月曜日～金曜日（平日） 9:30～11:00
みなみかも保育園 月曜日～金曜日（平日）

（28日を除く） 9:00～12:00　試食予約：前日16:00まで

木
次

寺 領 幼 稚 園 〇
西 日 登 幼 稚 園 〇  ５日㈫ 9:00～10:30（※要予約：１日㈮午前中まで）
斐 伊 こ ど も 園 14日㈭ 9:00～11:00
木 次 こ ど も 園 △ 15日㈮ 大きいこども園（旧幼稚園）：9:30～11:00

小さいこども園（旧保育所）：9:30～10:30
斐 伊 保 育 所 △
四ツ葉学園保育所

三
刀
屋

鍋 山 幼 稚 園 〇  ５日㈫ 9:30～10:30
三 刀 屋 こ ど も 園 ◆
三 刀 屋 保 育 所 20日㈬ 10:00～（１時間程度）

吉
田

吉 田 保 育 所 △ 21日㈭ 9:30～11:30
田 井 保 育 所 △ 21日㈭ 9:30～11:30

掛
合掛 合 保 育 所 ▲ 20日㈬ 9:00～11:00

試食会：20日㈬ 11:00～12:00（※要予約：申込〆切13日㈬）
問い合わせ先 ▶子ども政策課 ☎40-1044

●の施設は土曜日、日曜日に園庭を開放しています。〇の施設は土曜日、日曜日、夏休み等に園庭を開放しています。
▲の施設は日曜日に園庭を開放しています。　　　　△の施設は土曜日午後、日曜日に園庭を開放しています。
◆の施設は土曜日、日曜日に園庭を開放していますが、事前に予約が必要です。
注意　１．いずれも行事のあるときは除く　２．保護者同伴で利用すること　3．水道は使わないこと　
　　　4．ごみは持って帰ること　5．遊具は小学生以上は利用しないこと　6．利用後は施錠を忘れずにすること

掛 
合

支援センター（分室：掛合体育館)

分室 お話の日  １日㈮ 10:30～11:00
栄養教室  ６日㈬  9:30～11:30

好老センター ハロウィンパーティー 14日㈭   9:30～11:30
（※要予約・申込〆切17日㈭）

問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター
あそぼう広場 14日㈭ 10:00～10:30
赤ちゃん広場 21日㈭ 10:00～10:30

問い合わせ先 
▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

大
　東

教室・相談

大東子育て支援
センター

（あおぞら保育園）

子育て教室『お芋パーティー』
（あおぞら保育園学童棟）  ６日㈬   9:30～11:30

（※要予約）
子育て相談  ８日㈮、22日㈮ 10:00～16:00
赤ちゃん教室『秋のお散歩・
離乳食試食』（あおぞら保育園） 13日㈬   9:30～11:30

（※要予約）
子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30～12:00
よちよち（久野交流センター）  ２日㈯   9:30～11:30
ぽっぽ（佐世交流センター）  ７日㈭   9:30～11:30
うしお（海潮交流センター）  ８日㈮   9:30～11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター） 11日㈪   9:30～11:30
地域サークル
大東（大東地域交流センター） 15日㈮   9:30～11:30
佐世（佐世交流センター） 21日㈭   9:30～11:30
その他
人形劇団プーク公演　

『にんぎょう祭りばやし／八郎』（古代鉄歌謡館） 16日㈯ 10:00開演
問い合わせ先 

▲

大東子育て支援センター（あおぞら保育園内） ☎43-9500

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お茶会  １日㈮ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば（絵本のお話会）  ６日㈬ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば（誕生会）
※11月生まれのお友だちは予約ください 13日㈬ 10:00～（１時間程度）

教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）　  ７日㈭ 10:00～（※要予約）
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室）　 14日㈭ 10:00～（※要予約）
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 21日㈭ 10:00～（※要予約）
たまごクラブ（妊婦さんサロン） 26日㈫ 10:00～（１時間程度）

問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

コブタコーチのリーベ式運動あそび  １日㈮ 10:00～（※要予約）
じんわりあったかお灸時間  ６日㈬ 10:00～（※要予約）

トコトコ散歩～食の杜＆撮影会～  ７日㈭
予備日13日㈬ 10:00～（※要予約）

ミュージックケア(年齢不問）  ８日㈮ 10:00～
リフレッシュ講座　整体 12日㈫   9:30～（※要予約）
整体セルフケア 18日㈪ 10:00～（※要予約）
誕生会 22日㈮ 10:30～（※誕生児要予約）
リフレッシュ講座　骨盤矯正 29日㈮ 13:30～

（※６ヵ月未満要予約）
教室・相談
木次子育て支援

センター
ベビーマッサージとママの軽運動（３～７ヵ月） 15日㈮   9:30～（※要予約）
ベビーマッサージ（２～８ヵ月） 19日㈫ 10:00～（※要予約）
離乳食教室（９～11ヵ月） 26日㈫ 10:30～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

吉 

田
社協子育てサロン（あい♪あいくらぶ）

吉田健康福祉
センター フリースペース♪ 20日㈬   9:30～11:30

問い合わせ先 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078
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◆育児相談
掛合子育て支援センター  ６日㈬

9:30 ～
三刀屋子育て支援センター 11日㈪
加茂子育て支援センター 18日㈪
大東健康福祉センター 26日㈫
木次子育て支援センター 29日㈮
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 26日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センタ－ 12日㈫ 9:30～

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ７日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 14日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 20日㈬ 13:00～（３歳児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 28日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ７日㈭ 10:00 ～ 14:00【問】保健医療介護連携室　☎ 40-1095
若者の就労支援事業・フリースペース 三刀屋健康福祉センター  ７日㈭ 14:00 ～ 16:00【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042
こころの健康＆もの忘れ相談 12日㈫ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 13日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」 14日㈭

28日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
難病サロン「ひまわり」 15日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 18日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
思春期・青年期こころの相談 20日㈬ 13:00 ～ 15:00

（要予約）【問】雲南保健所　☎ 42-9642
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター 20日㈬

27日㈬
14:00 ～ 16:00
（要予約）定員20組【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067

交通事故巡回相談 出雲市役所 21日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
オレンジカフェうんなん（認知症カフェ） 雲南市役所 21日㈭ 10:00 ～ 11:45

参加料　300円【問】保健医療介護連携室　☎ 40-1095

11月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

◆断酒会
加茂健康福祉センター ４日（月・振） 18:30～20:30
吉田ふるさとセンター  ７日㈭

19:00～21:00
大東交流センター 12日㈫
下熊谷交流センター 18日㈪
掛合まめなかセンター 20日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈮

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ６、13、20、27日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 23日（土・祝） 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014

◆おんせんキャンパスの活動や子育ての悩み、心配ごとについての相談会

個別相談会 おんせんキャンパス
（旧温泉小学校） 30日㈯

①   9:00 ～　　② 10:00 ～
③ 11:00 ～　　④ 12:00 ～
　(要予約・一人45分間)

【問】教育支援センター　☎48-0007

◆胃がん検診（要予約） 受付時間

木次総合センター  ６日㈬  8 :30～11:00
13:00～14:30

◆セットがん検診（要予約）
平日がん検診
（乳がん・子宮頸がん検診） 受付時間

加茂健康福祉センター
かもてらす 25日㈪   8:45～11:30

13:15～15:30
（胃がん・肺がん検診） 受付時間

三刀屋文化体育館
アスパル 18日㈪   9:00～11:30

13:15～15:30
休日がん検診
（乳がん・子宮頸がん検診） 受付時間

雲南市役所 24日㈰   8:45～11:30
13:15～15:30

◆スピード特定健康診査（要予約）
　対象：雲南市国民健康保険加入者の方 受付時間

木次経済文化会館
チェリヴァホール3F 30日㈯   9:00～10:30

13:00～14:00

【問】保健医療介護連携室　☎40-1095

健康づくりいきいき体操教室

「毎日続けられる筋力トレーニング」�
リズム体操やストレッチで無理なく、楽しく体力づくり
 と　き 	 11月７日、21日、12月５日、19日（木）
� 10:00～11:00
 ところ 	 サンワーク木次多目的ルーム
 料　金 	 ４回2,650円　１回800円
 講　師 	 ヘルスケアトレーナー　栗

くり

　玲
れい

子
こ

さん
 持ち物 	 バスタオル、運動靴、飲み物
	 【問】サンワーク木次　☎0854-42-9090

トレーニングルーム

「秋の体力測定会」�
５種目の測定で体力レベルが分かります。（所要
時間約30分）
 と　き 	 11月15日（金）10:00～16:00
 ところ 	 サンワーク木次トレーニングルーム
 料　金 	 260円（施設利用料）

	 【問】サンワーク木次　☎0854-42-9090
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人　口･･ 37,873人（－33人）

世帯数･･ 13,758世帯（＋8世帯）
令和元年 10 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 19,595人（－15人）

男　性･･ 18,278人（－18人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

出雲神楽の夕べ�
出演：民谷神楽団

市内13の神楽社中が月がわりで登場！古式豊か
な笛・太鼓、雅な神の舞姿。これぞ出雲の神楽能。
 と　き  11月９日（土）19:30開場 20:00開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  高校生以上500円、小中学生200円
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

第30回出雲追分全国優勝大会�
 と　き  11月23日（土・祝）8:45～
 ところ  加茂文化ホールラメール（大ホール）
 入場料  無料

　　　　　　【問】出雲追分保存会事務局
 （ラメール内）☎0854-49-8500

チェリヴァシアター LIVE

クレエ座第一回公演「ビリーブ」
作：西

にし

田
だ

シャトナー　演出：兎
と

河
がわ

カズキ

 と　き  11月�９日（土）18:00開場 18:30開演
� 11月10日（日）13:30開場 14:00開演
 ところ  �木次経済文化会館チェリヴァホール�（２階ホール）
 入場料  一般1,500円、高校生以下500円（当日各300円増）

※未就学児の入場はご相談ください。

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

人形劇団プーク公演

「八郎／にんぎょう祭りばやし」�
 と　き  11月16日（土）10:00開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  前売り500円、 当日800円　※３歳未満無料

【問】大東子育て支援センター　☎0854-43-9500

UNNANアートスタート2019　

おとなとこどものためのワークショップ�
「山羊のメリーさん」こと美術作家・中

なか

村
むら

 正
ただし

さんの
ドールメイキングワークショップ 

 と　き  11月30日（土）、12月１日（日）
� 13:30～２時間半程度（※おやつの時間あり）

 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
 参加費  【材料費込み・要事前申込み】
 ○親子（大人１人、子ども１人）5,000円　

（子ども追加（家族のみ）１人につき1,000円）

 ○大人4,000円 
 ○子どものみ2,000円（小学１年生～高校生）

 定　員  各日25人　※定員になり次第、受付終了

　　　【問】UNNANアートスタート実行委員会
 　☎0854-42-1155

地域社会に貢献する公益社団法人
雲南法人会の文化講演会�
 と　き  11月４日（月・振）14:00～15:30�（開場13:00）
 ※開演30分前までにお越しください。

 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
 演　題  息子３人、アナウンサーパパの子育て奮

闘記
 講　師  笠

かさ

井
い

信
しん

輔
すけ

さん　
 料　金  無料（先着450人※整理券が必要です）

 【問】雲南法人会　☎0854-45-0212

ラメールアートフェスティバル2019�
～冬が来る前に♪青春の歌をもう一度！～

特別ゲスト：フォークデュオ　紙ふうせん

 と　き  11月３日（日・祝）12:30開場 13:00開演
 ところ  加茂文化ホールラメール（大ホール）
 入場料  【全席自由】前売り1,000円、当日1,500円
 ※中学生以下無料

＜創作展示＞
 と　き  11月２日（土）・３日（日・祝）9:00～17:00
 ※最終日は16:30まで

 ところ  加茂文化ホールラメール（ふれあいホール）
 入場料  無料
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

幸雲南塾ラボアカデミー�
 と　き  11月２日（土）10:00～12:00
 ところ  多文化カフェ S

ソ バ ン

oban
 テーマ  「助けてあげる」から「一緒につくる」へ

～難民の友人とカラフルな未来をつくろう！～

 講　師  W
ウ ェ ル ジ ー

ELgee　代表　カンコロンゴ清
さや

花
か

さん
 参加費  1,000円（託児あり※要申込）

 【問】NPO法人おっちラボ　☎0854-47-7339


